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序文

日本の文化はある面では農耕文化ともいわれておりますが、稲作の伝来以来、二千数百

年の間、ある年は自然の恵みを受けた大豊作であり、ある年は天候不順による大凶作でし

た。近世には何度かの大飢饉に見舞われたことは有名ですが、平成 5年の日本の稲作は、

近来希にみる日照不足と低温、長雨の冷夏で大打撃を受け、作況指数も全国平均74という

戦後最悪の不作となりました。現代の機械化農業の時代になっても、農業は今なお自然の

影響を直接受ける産業であることを改めて認識させられた年でした。

歴史を省みれば日本の農業は、古くは古代の班田収受、豊臣秀吉の太閤検地、近世の新

田開発等々、その時代時代の政治動向や経済政策に大きく左右されてきました。そして現

代に至っては、農業の生産性向上と農業従事者の所得向上をめざして、農業構造の改善等

を進めているところです。

平成5年度も三重県下各地で、農業基盤整備事業が実施されました。事業地内には数多

くの埋蔵文化財が確認されたため、埋蔵文化財センターでは、その保護に努力してまいり

ました。しかし工事施工上、現状保存が困難な部分については、やむを得ず発掘調査を実

施し、その記録を保存することとなりました。

記録保存では現地の遺跡自体は消滅する訳ですが、調査によって得られた結果を報告す

ることが私達の責務と考えております。調査の成果を公開することにより、文化財保護の

重要性やその意義を広く県民に御理解いただくとともに、今後、三重県の歴史の解明の一

助となることを切に願う次第です。

調査に当たりましては、県農林水産部農村整備課、同部耕地課および各農林事務所、各

土地改良区、各市町村教育委員会をはじめ、地元の方々には暖かい御助力と多大な御協力

を頂きました。心より感謝申し上げます。

平成6年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長久保富子
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I . 前 言

1 . 調査に至る経過

三重県教育委員会では、県の開発関係各課に対し

て、例年夏に翌年度の各種公共事業計画について事

業照会を行い、開発事業地域内での埋蔵文化財の確

認とその保護に努めている。

平成5年度各種公共事業計画についても、事業照

会は平成4年8月に行われた。このうち農林水産部

関係については農村整備課、耕地課等関係各課から

回答がよせられた。

2 . 

この回答に基づき、三重県埋蔵文化財センターで

は、早々に事業予定地内における遺跡の有無の確認

作業に入り、遺跡台帳との照合による周知の遺跡の

確認と現地での分布調査を実施した。その結果、一

分布調査

部前年度試掘済みの遺跡を含めて事業予定地内には

65カ所、 1,171,150面の範囲が、遺物散布地等の遺

跡またはその可能性があることが判明した。そして

平成4年12月には、この結果を関係各課に報告した。

3 . 試掘調査と協議

埋蔵文化財センターは関係各農林事務所と今後の

取り扱いについて、試掘調査の日程を含めて協議、

調整を行った。試掘調査は平成4年12月から同5年

1月にかけて行われたが、その結果17遺跡、約89,370

面の範囲が遺跡である事が判明した。この結果をも

とに各農林事務所で、遺跡を保護するために盛土対

応等の工事設計の変更を行った。

平成5年3月に教育委員会文化振興課、埋蔵文化

4 . 

本調査は北野遺跡、東川遺跡、伊賀国府跡の3遺

跡で、 5月初旬に現場作業を開始し、 6月には麦刈

りを待って、六地蔵A遺跡A・B地区の調査を開始

した。 5、6月は好天に恵まれ、各現場とも順調に

調査が進められ、遺構、遺物とも比較的希薄であっ

た東川遺跡は 5月中旬には調査が終了した。

しかし 7月からは季節はずれの降雨続きとなり、

さらに 8月には台風の襲来も重なり、各現場とも調

査は大幅に遅れた。とりわけ伊賀国府跡の航空測量

は、たび重なる悪天候で予定より 1月遅れで実施さ

財センター、農村整備課、耕地課、県下各農林事務

所の五者で、各遺跡の対応について設計変更後の協

議を行った。更に今一度設計変更を要請した遺跡も

あったが、設計変更をしても現状保存が困難な遺跡

については、発掘調査を行うこととなった。

この時点では、本調査は10遺跡、 22,200m2、立会

調査は8遺跡、 6,100面で、合計は18遺跡、 28,300

面を調査することで合意した。

本調査および立会調査

れた。

伊賀国府跡の範囲確認調査は、昭和63年度から継

続して進められてきたが、今年度は最終年度に当た

り、政庁域の範囲確認調査を目的として実施した。

その結果、政庁域の北西隅と北東隅、南限と南門を

確認し、その範囲は約50m方格であることが判明し

た。また「國厨」の墨書土器も出土し、遺物からも

国庁を裏付ける資料を得ることができた。伊賀国府

跡については、 8月5日と翌平成6年1月21日に指

導委員会を行い、その後の協議の結果、国史跡指定

-1-



への方向性が示された。

六地蔵A遺跡A・B地区は8月に、伊賀国府跡は

9月にそれぞれ調査が終了した。

さて前半の北野遺跡の調査が続くなかで、 9月に

は大里西沖遺跡、高塚宅跡、 10月には六地蔵B遺跡、

11月には六地蔵A遺跡C地区も発掘調査を開始した。

なお、農道建設に伴う高塚宅跡の調査は年度当初の

予定にはなかったものであるが、当該地域一帯の県

営ほ場整備事業を含めた農業基盤整備事業の関係か

ら、何度かの調整協議の末、急逮本年度事業となっ

たものである。

六地蔵B遺跡は10月に、六地蔵A遺跡C地区は11

月にそれぞれ終わることができた。大里西沖遺跡は

古墳や古墳時代の墓壊等が検出され、 6世紀代の埴

輪や馬具等の遺物が多数出土した。北野遺跡は、平

成2年度からの継続調査であり、今年度は8,500m'

を対象に行った。その結果、飛鳥から奈良時代の土

器焼成坑64基、弥生から古墳時代の竪穴住居85棟、

弥生から奈良時代の掘立柱建物9棟を検出した。北

野遺跡での三次にわたる調査で検出された土器焼成

坑は計186基で、 H本最大級の土器焼成坑群遺跡と

なった。大里西沖遺跡、北野遺跡ともに現地での調

査は 1月に終了した。

一方この間、 9月から翌2月にかけて久保遺跡を

はじめ県下各地で立会調査を行った。

なお当初予定にあった県営ほ場整備事業の塔ノ元

遺跡（上野市）は事業中止により、本調査の必要が

なくなった。また県営ほ場整備事業の宇原野遺跡

（御浜町）、農道の宮ノ後遺跡（名張市）、上小波田

遺跡（名張市）、公害防除事業の垣内遺跡（北勢町）

については、試掘調査の結果、事業地内に限っては、

遺跡ではないと判断し、本調査または立会調査の必

要はなくなった。また試掘調査後、協議としていた

農道の堂殿遺跡、峰城跡（亀山市）も試掘調査を行っ

た結果、工事可となった。

結局、平成5年度の農林水産部の開発事業にかか

る発掘調査は、本調査が7遺跡、 16,700面、立会調

査が10遺跡、 3,340面で、合計17遺跡、 20,040m2と

なった。こうしてすべての遺跡の現場調査が終了し

たのは平成6年の 2月であり、そしてその頃には既

に6年度事業にかかる分布調査や試掘調査を行って

いる時期であった。

5 . 普及• 公開

各現場の発掘調査が終了した時点で、その成果を

広く一般県民に公開する目的で現地説明会を行って

いる。本年度は8月に伊賀国府跡で、 1月に大里西

沖遺跡と北野遺跡でそれぞれ行った。各説明会とも、

県内はもとより愛知県を始め県外からも多数の考古

学ファンが詰めかけ、大盛況であった。

6 . 今後の課題

(1)作業員の確保

農林水産部の開発事業に伴う発掘調査では、開発

部局が当該地区と折衝して、地元に在住する人に作

業員として、発掘調査に参加していただく方法を採っ

ている。しかし本年度は各現場とも作業員が非常に

少なかった。

かつて好景気の頃、 「働き口はいくらでもある。

今時、低賃金では作業員は集まらない。」とよく言

われたものである。しかし、平成大不況と呼ばれる

長期の不景気となった今日でもやはり、作業員は集

まらない。三重県では各地域とも専業農家はほとん
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ど皆無に近い。個々の農家でも働ける人は他に職を

持っており、作業員として参加する人の多くは、男

女を問わず、無職の高齢者が実情である。すなわち

景気変動に伴う失業率には関係なく、作業員は本来

的に労働力人口に含まれない人達によって構成され

ていることを物語っているのである。また農業関連

の開発事業が年々山間部へ入る傾向にあり、土地改

良区の範囲での人口そのものが少ない故、作業員も

少ないということもその一因と考えられる。

ともあれ、来年度以降も作業員の確保は益々深刻



な問題となっていくことが予想される。

(2)整理・報告書作成の期間

本調査および立会調査終了後は、当然整理および

報告書作成に専念すべき期間である。しかし現状は

翌年度事業に伴う分布調奔や試掘調査を行う時期と

重なってしまい、到底専念できない状況にある。埋

蔵文化財センター発足以来、遺物の整理体制は整い

つつあるのだが、肝心の報告書執筆者である現場担

当者が十分な時間がないままに報告害作成業務に取

りかからざるをえない状況が、慢性化しつつある。

整理および報告書作成の時間確保については、今後

改善していくべき課題である。

(3)遺跡台帳の整備

農林水産部の開発事業のうちでは、県営ほ場整備

事業が多くの面積を占めており、遺跡は、調整・ 協

議の結果本調杏には至らず、盛士保存となるケース

がほとんどである。しかし、ほ場整備等はその事業

の性格上、現地形が大きく改変されることが多く、

事業終了後の現地では、地形判断を含めた遺跡の範

囲を確認する事は困難となってきている。

埋蔵文化財センターでは、盛土保存となった遺跡

については、遺跡台帳に試掘調査結果を記載し、遺

跡の現状を把握している。そして急ピッチで進む各

種開発から遺跡を保護すべく、市町村の協力を得な

がら、遺跡台帳の整備に鋭意取り組んでいるところ

である。

（河北 秀実）
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40KM (I. 大用西沖遺跡 2 北野遺跡 3 伊

賀国府跡 4. 六地蔵A遺跡 5, 六地蔵B

遺跡 6, 束川遺跡 7 高塚宅跡 8. 金

谷遺跡 9. 下村九間lll遺跡 10 島幕遺跡

11 向村遺跡 12. 久保遺跡 13 城ノ前遺

跡 14. 大洞遺跡 15. 風呂ノ谷遺跡 16 

細野遺跡 17. 束川遺跡）

；ヽ. \、•.

第 1図 平成5年度調査遺跡位置図
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事
試掘調査結果等 本調査

事業地内 （＊立会
務
事業名 地区名 遺跡名 所在地 分布面積 遺跡面積 調査） 対 応 等

所 (rrf) 概 要 面積
名 (rrr) 

(rrf) 

ほ場整備 藤原中部 員弁郡藤原町山口
桑

~ 上之輪 桑名市上之輪
名
住環整備 梅戸井 大欠上遺跡 員弁郡大安町梅戸 50,000 遺構、遺物なし。 工事可。

農
公害防除 北勢 垣内遺跡 • 北勢町一之坂 150,000 遺構希薄。土器少量。 工事可。

政
~ 藤原 • 藤原町坂本

ほ場整備 芥川沿岸 鈴鹿市西冨田町

四 • 井田川 亀山市川合町

日 広域農道 北勢南部 堂殿遺跡 ヶ 川崎町 5,000 遺構希薄。遺物なし。 工事可。

市 ~ ~ 峰城跡 ~ ~ 500 遺構、遺物なし。 工事可。次年度分以降は要試掘。

農 ~ ~ 西尾A遺跡 ヶ 辺法寺町西尾 1,500 要試掘。事業次年度以降。

林 • ． 青館跡 • 川崎町 遺構、遺物なし。 工事可。

． ． 六名山添古墳群 四日市市六名町山添 工事可。遺跡範囲は事業地外。

ほ湯整備 大里 前田遺跡 津市大里山室町 17,000 遺構希薄。土器少量。 工事可。

． ． 古川遺跡 • 大里窪田町 21,000 遺構なし。土器少量。 工事可。

津 ． • ． ~ 遺構、遺物なし。自然地形。 工事可。

~ ~ 大里西沖遺跡 ク 大里睦合町 49,000 10,500 2,000 本調査。 H2年度試掘。

H3年度2,100吋調査。

+ 芸濃北部 横山遺跡 安芸郡芸濃町椋本 205,000 遺構希薄。土器少量。 工事可。

農 ~ ~ 金谷遺跡 + ． 4,000 4,000 中世～近世の沼状落ち込み。 *250 立会調査。 H3年度試掘。

+ 榊原 下村五間田遺跡 久居市榊原町 25,200 4,800 土坑、小穴。 •100 立会調査。久居市教委試掘。

• 河芸北部 安芸郡河芸町． 美里中南部 大洞遺跡 ク 美里村北長野 2,800 土坑。土師器、陶器。 *290 立会調査。 H5年度途中追加。

林 旧称風呂ノ谷遺跡。

• • 風呂ノ谷遺跡 ． ~ 16,000 2,400 溝。土師器、陶器。 *120 立会調査。,H5年度途中追加。

み ． 細野遺跡 ． ~ 1,700 土坑、小穴。土師器。 *140 立会調査。 H5年度途中追加。

旧称風呂ノ谷遺跡。

水 畜環整備 一志 宮崎遺跡 一志郡美杉村中太郎生 16,000 遺構なし。土器少量。 工事可。

~ + + ヶ赤野

~ ~ 東川遺跡 ~ ヶ八知 12,200 6,100 坑、柱穴等。古墳、中世の土師器。 1,000 立会および本調査。

*1,500 旧称小松遺跡。

産 農免農道 津北部二期 豊野遺跡 津市一身田町豊野 継続協議中、要試掘。

． ． 豊野古墳 • • 継続協議中、要試掘。

湛水防除 津 納所遺跡 ク 納所町 1,000 1,000 要立会調査。事業送り。

ほ場整備 櫛田 菅生遺跡 松阪市菅生町 120,000 要試掘。条里遺構。． 漕代 • 高木町
松

• 機殿 安田遺跡 • 六根町 22,000 遺構なし。 松阪市教委試掘済。

• • 大久保遺跡 ~ 10,000 要試掘、事業送り。

• 明星 北野遺跡
阪

多気郡明和町蓑村 18,400 8,500 本調査。H元年度試掘。H2年度阪

3,500吋、 H4年度7,500rr?調査。

~ * 鳥墓遺跡 ~ ~ 7,300 2,000 土坑、溝、柱穴。中世の土師器等。 •100 立会調査。

+ ~ 五反田遺跡
農

~ ~ 5,000 要試掘、事業次年度送り。

． • 角垣内遺跡 • • 7,000 要試掘、事業次年度送り。

畜環整備 多気・勢和 車川遺跡 ク 勢和村車川 4,200 750 柱穴。中世の土師器、陶磁器。 盛土対応。

• ． 
林

堂ノ前遺跡 ヶ 多気町牧 9,400 700 土坑。中世の土師器、陶磁器。 事業次年度送り。

． ． 門阪遺跡 ~ ． 7,700 800 石列。中世の土師器。 事業次年度送り。

• ． 縄手遺跡 ~ • 18,000 遺構なし。土器少量。 工事可。

第 1-1表 平成5年度農林水産部関係開発事業地内遺跡一覧表 (1)
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事
試掘調査結果等 本調査

事業地内 （＊立会
務
事業名 地区名 遺跡名 所在地 分布面積 遺跡面積 調査） 対 応 等

所 (rrf) 概 要 面積
名 （面） (m') 

ほ場整傭 中川 田口A遺跡 度会郡度会町田口 14,000 要試掘、事業次年度送り。
伊

要試掘、事業次年度送り。~ ． 田口B遺跡 ~ ~ ~ 12,000 

~ ~ 田間遺跡 ~ ~ 立花 9,000 遺構、遺物なし。 工事可。

勢
立会調査~ ~ 向村遺跡 9 9 9 12,000 6,500 土坑。縄文土器、近世陶器。 *600 

~ ~ 山崎館跡 ク● ク 11,000 自然流水路。遺物少量。 工事可。
農

立会調査。 H3年度試掘。+ 一之瀬 城ノ前遺跡 . . 和井野 *90 

* 伊勢北部 伊勢市有滝町
林 ． ~ 植山遺跡 ク植山町 15,000 遺構希薄。土器少量。 工事可。

• 磯部西部 志摩郡磯部町
水
畜環整傭 鳥羽 鳥羽市

漁港関連 舟越漁港 大畑遺跡 ● 答志島 1,000 要試掘。事業次年度送り。

産
• ． 舟越A遺跡 • • 2,000 要試掘。事業次年度送り。

ほ場整備 愛田 阿山郡伊賀町

~ 上野北部 伊賀国府跡 上野市坂之下 90,000 1,800 本調査。S63年度から継続調査。

上 ~ * 西条A遺跡 ク西条 6,600 遺構なし。土器少量。 工事可。

• ． 塔ノ元遺跡 • • 18,000 18,000 溝、柱穴。古墳～中世の土師器等。 事業中止。

~ ~ 山神遺跡 ク山神 8,000 遺構、遺物なし。 工事可。

~ 上津 浦木戸遺跡 名賀郡青山町下川原 5,300 石組井戸。中世の土師器、陶器等。 盛土対応。

野 • ~ 六地蔵A遺跡 • • • 6,000 柱穴。奈良以降の土師器、須恵器。 1,500 本調査。

六地蔵B遺跡
120,000 ． ~ • • • 2,900 土坑、柱穴。弥生土器、土師器。 400 本調査。

~ ~ 久保遺跡 • • • 1,350 溝。中世の土師器、瓦器。 *150 立会調査。

~ 滝之原 大平遺跡 名張市滝之原 270 溝、柱穴。中世の瓦器、陶器。 盛土対応。

~ ． 谷垣内遺跡 ．． 3,700 遺構、遺物なし。

農 ~ ． 中出遺跡 ● み 遺構、遺物なし。

． • 深ケ遺跡 • • 1,000 遺構、遺物なし。 工事可。

広域農道 伊賀 西高倉B遺跡 上野市西高倉 50 工事可。自然地形と判明。

~ 伊賀2期 宮ノ後遺跡 名張市西原 1,900 遺構、遺物なし。 工事可。

~ ~ 上小波田遺跡 ヶ 上小波田 1,500 遺構なし。土器少量。 工事可。

~ 摺見 重富氏館跡 上野市摺見 8,000 設計変更協議中。

林 ，， ． 荒堀氏館跡 • 2,400 設計変更協議中。

* ~ 中川氏館跡 ． 5,000 設計変更協議中。

• ~ 古墳 ~ 300 設計変更協議中。

• 伊賀 3期 高塚宅跡 阿山郡伊賀町愛田 1,500 1,500 本調査。 H5年度途中追加。

農免農道 大山田4期 ク 大山田村下阿波

地すべり 府中2期 奥知氏館跡 上野市山神 200 遺構、遺物なし。 工事可。

ほ場整備 市木 宇原野遺跡 南牟婁郡御浜町下市木 27,000 遺構希薄。遺物なし。 工事可。

熊 * ． 大久保遺跡 • • 17,000 盛土対応。

野 かん排 下市木 ~ ~ 

農 畜環整備 紀南 熊野市飛鳥町

林 農地保全 有馬 ク有馬町

計 6 5遺跡 1,171,150 96,270 16,＇ 3 700 
*3 40 

第 1-2表 平成5年度農林水産部関係開発事業地内遺跡一覧表 (2)
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事 番 面 積
遺跡名 所 在 地 期 間 担当者 調 査 概 要 備 考

業 万ロ (mり

石川隆郎 縄文時代前期の竪穴住居。古 H6.1.22現地説明

県 1 大里西沖遺跡 津市大里睦合町 2,000 H5.9.27 -6.1.24 船越重伸 墳時代の土城墓群。埴輪、馬 会開催、 120名参

山口順也 具、和同開弥等出土。 加。

営 上村安生 弥生～奈良時代の竪穴住居85 H6.1.23現地説明

2 北野遺跡 多気郡明和町明星 8,500 H5.5.10 -6.1.31 浜口元 棟、奈良時代の土師器焼成坑 会開催、 150名参

ほ ・ 蓑村 竹田憲治 64基を検出。 加。

吉田利弘

場 上野市坂ノ下・外 竹内英昭 政庁域の範囲を確認。南門を H5.8.8現地説明会
3 伊賀 1,800 H5.5.6-9.27 

山 稲森剛 検出。 「國厨」の墨書土器。 開催、130名参加。

整 名賀郡青山町大字 H5.6.28 -8.30 吉澤良 中世の集落跡。井戸、掘立柱

4 六地蔵A遺跡 下川原字六地蔵 1,500 H5.11.5-11.12 船越重伸 建物。土師器、陶器出土。

備 浜口元

小林秀

業 名賀郡青山町大字 浜口元 中世の集落跡。掘立柱建物。
5 六地蔵B遺跡 400 H5.10.12-25 1,000m'から変更。

下川原字六地蔵 小林秀 土師器、瓦器出土。

畜 一志郡美杉村大字 竹田憲治 奈良～平安時代の集落跡。掘 旧称小松遺跡。
6 東川遺跡 1,000 H5.5.6-17 

環 八知字東川・白梶 石川隆郎 立柱建物。黒色土器等出土。 立会 1,500m20

農 阿山郡伊賀町大字 吉澤良 16-17世紀の城跡。掘立柱建
7 高塚宅跡 1,500 H5.9.24 -H6.l.7 HS年度途中追加。

道 愛田 稲森剛 物、土塁検出。

計 7件 16,700 

第2表本調査遺跡一覧

事 番 面積
遺跡名 所 在 地 期 間 担当者 調 査 概 要 備 考

業 号 (rriり

安芸郡芸濃町大字
8 金谷遺跡 250 H5.9.6-13 石川隆郎 ピット。河道。土器少量。

椋本字金谷

県 久居市榊原町字五， 下村五間田遺跡 100 H5.11 5 服部芳人 遺構なし。遺物少量。

営
間田

10 鳥墓遺跡 多気郡明和町蓑村 100 H5.12.6 高崎仁 遺構・遺物なし。

ほ
11 向村遺跡 度会郡度会町立花 600 H5.9.13 小林秀 遺構なし。遺物少量。 1,000面から変更。

場 名賀郡青山町大字 浜口元 中世の集落跡。中世墓。士師
12 久保遺跡 150 H5.10.18-11.1 

下川原 小林秀 器、瓦器出土。

整
13 城ノ前遺跡 度会郡度会町和井野 90 HS.10.15 竹内英昭 最近の盛土。混入遺物少量。 H5年度途中追加。

備 安芸郡美里村大字 H5年度途中追加。
14 大洞遺跡 290 H6.2.2-7 高崎仁 遺構なし。遺物少量。

事
北長野字大洞 18称風呂ノ谷遺跡。

安芸郡美里村大字

業
15 風呂ノ谷遺跡 120 H6.2.2-7 高崎仁 遺構なし。遺物少量。 H5年度途中追加。

北長野字風呂ノ谷

安芸郡美里村大字 H5年度途中追加。
16 細野遺跡 140 H6.2.2-7 高崎仁 遺構、遺物なし。

北長野字細野 旧称風呂ノ谷遺跡。

畜 一志郡美杉村大字 中世の集落跡。掘立柱建物。 旧称小松遺跡。
17 東川遺跡 1,500 H5.10.6 -24 竹田憲治

環 八知字東川・白梶 土師器、瓦器、鉄製品出土。 本調査 1,000m'0

計 10件 3,340 

第3表立会調査遺跡一覧表
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II . 名賀郡青山町 六地蔵A遺跡・六地蔵B遺跡

1 . 位置と歴史的環境

名賀郡青山町は、三重県西部の上野盆地東南端に

位置し、東は布引山脈を介して一志郡白山町および

美杉村に、西は山岳部を挟んで名張市、北は上野市

および阿山郡大山田村に接する。六地蔵A遺跡(1) . 

六地蔵B遺跡(2)は、名賀郡青山町伊勢路字六地蔵

に所在する。両遺跡は両側を低い山に挟まれており、

その一端を流れる見合谷川により形成された扇状地

に立地し、標高は229~230m である。この川は当遺

跡の北側を北流し木津川に注いでいる。町内の中小

河川は、北部を流れるー級河川「木津川」に合流し、

淀川となって大阪湾へと注ぐ。この木津川流域では、

縄文時代の遺跡が多く、伊賀地方でも数多くの遺跡

① 

が確認されている。
② 

青山町の縄文時代遺跡は、ナメリ石谷遺跡で縄文

土器片が発見されたのを契機とし、布引開拓地遺跡・
③ 

羽根中島遺跡(11)・種生八王子社遺跡・勝地大坪遺
④ 

跡(5)の5遺跡で確認されている。布引開拓地遺跡
⑤ 

では、サヌカイト製石匙や石鏃などが、勝地大坪遺
⑥ 

跡では獣の陥し穴などが確認されており、木津川沿

いに人や物の流入があったことがうかがわれる。

弥生時代の遺跡は、木津川沿いの平地部（別府遺
⑦ 

跡・羽根中島遺跡(11)・柏尾湯船遺跡(8). 寺脇遺
⑧ 

跡）で確認され、後期のものが多い。柏尾湯船遺跡
⑨ 

からは、総高107.5cmの突線紐式銅鐸が出土している。

第2図 遺跡位置図 (1: 50,000) (※国土地埋院「伊勢路• 阿保」 1: 25,000より）

1. 六地蔵A 2. 六地蔵B 3. 久保 4. 川南A 5. 勝地大坪 6. 六地蔵 7. 赤井谷 8. 柏尾湯船 9. 別府宮ノ谷 10. 安田中世基

●…中世城館 ●…古墳〇…その他の遺跡 11. 羽根中島 12. 城ノ越 13. 比士 14. 東禅寺跡 15. 伝承息使途命 16. 奥ノ谷

... 銅鐸出土地●…古墳群
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この他に伊賀地方では上野市千歳、同比土(13)、名

張市黒田等でも銅鐸が出土している。

青山町地内でも多くの古墳が確認されているが、

前・中期の古墳は確認されていない。これは、上野

市（石山古墳•荒木車塚古墳•御墓山古墳など）や

名張市（美旗古墳群）に前・中期の大型古墳が出現

していることを考慮すれば、これらの勢力下に置か
⑩ 

れていたとの想定もできる。現在確認されている古

墳は、丘陵を利用した横穴式石室を持つ後期古墳が

大部分である。当遺跡付近の近鉄線南側には六地蔵

古墳群(6)が所在する。

律令時代の明確な遺構は少ない（川南A遺跡
⑪ ⑫ 

(4) . 別府宮ノ谷遺跡(9). 塚原遺跡了。しかし、

この地が畿内と伊勢、東国を結ぶ交通の要衝に位置
⑭ ⑮ 

していたことは、「日本書紀」・「続日本紀jにみえ

る持統•聖武天皇の伊勢行幸、「江家次第』の「斎
⑯ 

王帰京次第」にみえる斎王群行などに際して「頓宮」

第3図遺跡地形図と周辺遺跡 (1: 5,000) 

-8-

が営まれたと伝えられていることによってもわかる。

中世にはいると遺跡確認数が増加する。この時期

には、在地の有力者が台頭し防御施設を持つ小規模

な城館が多く築かれる。現在確認されている城館跡
⑰ 

は47所にものぼり、青山町の遺跡確認数全体の約25

％を占めている。当遺跡の周辺には、高嶋氏館、城

氏城、宮下砦などが所在する。

この地方には、数多くの中世城館とともに、寺院
⑱ 

も数多くあったことを「三国地志jは伝えている。
⑲ 

当遺跡付近には「東禅寺跡」 (14)が所在している。

地元住民からの聞き取りによれば、今回調査した付

近には、 「チョウケン寺」 ・「トウレン寺」と呼ば

れる寺院もあり、 「チョウケン寺」は調査区に近接

してあったと伝えられている。また、見合谷川右岸
⑳ 

には「界外」という小字があることから、この地域

に東禅寺以外にも寺院があった可能性が高い。

（船越重伸）



2 . 六地蔵A遺跡

当該地域は平成5年度の県営ほ場整備事業に伴っ

て分布調査や試掘調査を実施し、その結果事業地内

に6,000面にわたり遺跡が広がっていることが判明

した。そのため、事業により削平をうける1,500m'

について本調査をおこなうことになった。

調査はA、B、C地区に分けて実施した。調査区

は、面的に2ケ所、排水路予定箇所を線的に 1ケ所

設定した。

(1) A地区

①土層

色土が堆積していた。西隣の田は調査区の水田より

約1.3m低いことから、自然地形も調査区内で一段

低くなっていたことがわかった。東側は逆に削り取

られており、遺構の削平があったと考えられた。

土層の基本層序は東側を基本として第1層＝耕土、

第2層＝灰色土、第3層＝淡黄灰砂質土であり、遺

構検出面は第3層上面とした。なお第3層は調査区

の中央付近から南へは淡灰黄色の砂質土に変わった。

出土した遺物の多くは西側の整地土の層から出土し

た。

②遺構

（ア）旧河道調査区南側で検出した河道である。

南側では、黒褐色の腐植土層が広がっており、トレ

ンチを入れて土層を確認したところ、地山はなだら

■ ……試掘坑
図……遺跡範囲

曰……調査区

O-
lOO_m 
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植物混じり（木片、葉）の粘質土になった。この植

物混じりの土層は深いところで1.2mに達し、反対

側の丘陵にまで広がっていた。また、トレンチ 1や

4により、東から北西方向へ緩やかに湾曲している

こともわかった。この腐植土層は、旧河道に堆積し

たものである。

（イ）竪穴住居

SH 9 調査区北側で検出した竪穴住居である。

規模は南北約3.6m以上、東西2.5mである。全体に

残りは悪く、床までの深さは東で10cm程度であり、

西側は数cmを残すのみであった。また、北側は後世

の溝SDllによって切られる。住居内に幾つかの小

11-青灰橙色混り

（砂土）

12-暗灰色砂質土

13-黒褐色粘質土
14-黒褐色粘質土

（植物混り）

15-黒褐色粘質土

（植物混り）

16一灰色砂質土

17一淡灰黄色土

（砂礫混り）

18ー暗灰色砂質土

19-灰色砂質土

20ー黒褐色砂質土

21-砂礫土（淡黄灰

灰色• 明黄色）

jm 
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．閉

1
4
 

/
 

’

ー

l

、．
‘‘
 •• 

I' 
229. 頭

~ 瓢璽
J
- 229., 

｀三

H~ 

I一

@B一
oo 

0゚
0
 

＼

〇

゜， 
゜OC;,:,,。゜
゜゚ ゜@ 0 ◎ 

o0 

゜

゜゚ ゜
0 0 

゜

I> I> 

゜

I~ 

1 -耕土 2-灰色土
3-明黄褐色土

4-淡黄灰砂質土（地山）

5ー暗灰褐色

6-暗灰色

7ー暗灰砂質

8-暗黄灰砂質

9ー暗褐色

10-i炎灰砂質

1:200 10.m 0 1:80 4• 

第5図 A地区遺構平面図(1: 200)、土層断面図(1: 80) 
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穴を検出したが主柱穴、貯蔵穴等ではなかった。

東側の中央部に東西にl.lm、南北に0.9mの不定形

な竃の痕跡を検出した。全体は被熱のために焼土化

しており、土師器の甕片が出土した。竃にともなう

煙道や支柱等は確認できなかった。竃の東端中央の

小穴は、後世に切り込まれたものである。なお、出

土遺物から奈良時代と思われる。

（ウ）掘立柱建物

SB 7 調査区のほぼ中央部東寄りに位置し、東

西を棟方向とする桁行3間X梁行2間の掘立柱建物

である。棟方向はE-34°-Sである。柱間間隔は桁

行が2.25m+2.lm +2.25m と中央の柱間が狭い。

梁行は、 2.4m等間で、桁行間隔より梁行間隔のほ

うが長い。柱穴の直径は20-35cmと幅をもつ。また、

南西隅の柱穴は検出できなかった。調査区の東へも

延びる可能性を想定して試掘坑をいれたが、柱穴は

認められなかった。柱穴からは少量の士師器が出土

したが、時期を比定できる明瞭な遺物はなかっ

た。

（エ）柱列

SA12 調査区南側に位置し、南北方向に 2間、

柱間間隔2.2m等間の柱列である。柱穴の直径は30

-50cmで、二つの柱穴に柱の基部が残っていた。柱

痕は樹皮を剥がさず自然木の状態で使用されており、

樹種は松である。

（オ）井戸

SE 3 調査区南東隅に位置する円形の石組み井

戸である。掘形の直径1.8m程、内法は0.8-lm、

検出面からの深さ約50cmである。石は20cm位の人頭

大の河原石を 3段から4段積み、隙間に拳大の石を

詰めている。井戸の埋土は暗灰色粘質土であり、少

量の土師器片が出土した。井戸は、検出後も水が湧

きだすことから湧水点が高いと考えられた。そのた

め、井戸の上部が削平を受けていたとしても、井戸本

来の深さは、当初から浅い造りであったと思われる。

（力）溝

SD 6 調査区のやや南側を北西方向へ向かって

延びる溝である。幅は0.75m、深さは10-15cmでほ

ぼ同じ幅で直線的に調査区を横断する。北端付近で

扇状に開き、北方向へ延びると考えられた。その溝

が扇状に開く部位に杭が、数本打ち込まれている。

◎
 
◎
o
 
。

ニA

IC"l. 
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o・ 
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＂澄zz
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i" !" 
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S87 

第6図 SH 9 (1 : 50)• SB 7 (1 : 100)実測図
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埋土は暗青灰色土でSZ8・10と同じであった。 SD6

のH-H'地点で、土師器の皿(9) と鍋(23)が出土し

た。

（キ）石組遺構

SZ 8 SD 6が東から北西に延びる先端部の南側

に位置する石組み遺構である。掘形は南側で検出で

きたが、北側はSD6との切り合いが確認できず、

不明である。そのため、正確な規模は不明であるが、

石組みの配列により南北におおよそ2.9m、東西に

2.3mの楕円形を呈すると考えられる。検出面から

の深さは最深部で約35cmであり、南から北になだら

かに傾斜する。 20-40cmの人頭大の河原石を一段か

ら二段程度積み、造られていた。

SZ10 SZ 8の北側に同様の造りをした石組み遺

構を検出した。掘形の径は南北方向が3.lm、東西

方向は2.3mで楕円形を呈する。深さは、検出面か

ら40cm程である。北東および南東壁では、拳大から

人頭大の河原石で、一段から二段程度積み上げられ

ていた。北西および南西壁の石は、埋土中に崩れて

いた。掘形は楕円形を呈するが、北側と東側の石組

みの配列を平面観察すると面を揃えており、方形の

石組みであったと思われる。

③遺物

遺物はコンテナバットで約15箱である。多くは遺

物包含層からの出土で、細片の占める割合が高い。

また、遺構からの出土遺物は少ない。遺物は古墳～

ク

F
 

E-

O
t
 

」L H
 加

曇 50cm ＇拿三
第7図 SE 3 (1 : 25)• SZ 8• 10 (1 : 50)実測図， SD6遺物出土状況図 (1: 20) 
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室町時代におよび広範囲に出土した。以下時代別、

遺構別に主要な遺物について簡略に述べる。

（ア）古墳時代の遺物

a. 自然河道出土の遺物

須恵器杯身(1)口縁部の立上がりは、短く内傾

し端部は肥厚する。

須恵器杯(2) 体部下半から垂直に立ち上がり、

口縁端部は薄く摘まみ上げる。体部に三条の凹線を

巡らす。

土師器甕(5) ゆるやかな胴部にやや外傾する

口縁部がつく。端部はまるくおさまる。

（イ）奈良時代の遺物

a. SH 9出土の遺物

土師器甕(4) 球形の胴部に外傾する口縁部が

つく。内外面に細かなハケメを施す。

b. 包含層出土の遺物

土師器杯(3) 内面にラセン、放射状暗文を施

し、外面にかすかなミガキが認められる。

（ウ）鎌倉•室町時代の遺物

a. SD 6出土の遺物

土師器皿 (8・9)(8)はやや厚手の体部、 (9)

は薄手で口縁部が未調整。土師器鍋(23)とともに出

土しており、同時期のものと考えられる。

土師器鍋 (20・23)(20)は口縁部のみ、 (23)は

比較的残りがよい。ともに口縁部はやや内溝し、内

側に折り返し断面三角形の突出部をつくる。

b. S Z 8出土の遺物

土師器皿 (6・7・11・12)(6)は口縁部に強い

ヨコナデを施し、段状になる。 (11・12)は口径、

高さとも同じであるが、 (11)は薄手で、 (12)は厚手

で底部から緩く外傾する点で異なる。

土師器羽釜 (18) 口縁部の一端のみで、口縁部

が内弯して端部を外に折り返す。器壁は薄手である。

砥石(25)砂岩系の石の一面に使用痕が認められる。

C• 包含層出土の遺物

瓦器椀(13) 外面の指オサエが顕著。底部内面

に連結輪状文を施す。

山茶碗 (14) 底部に籾殻痕がみられ、口縁部は

緩く外反し、端部は薄い。口縁部内外面に漬け掛け

がみられる。
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第 8図 A地区出土遺物 (1: 4) 
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番 登録 出土位置 法 量 (cm) 残存
器 種 調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 備 考

号 番号 遺 構 口径 器高 その他 （％） 

12 体部下半回転ヘラケズリ、他口
1 4-02 須恵器杯身 14,0 3.0 やや密 硬 淡灰色 20 外面に自然釉かかる

T2(河道） クロナデ

2 ふ01 ~ 椀 H5T3 (~) 13,4 6.2 • ~ ~ 暗青灰色 25 
体部中央に三条の凹線、

何かのはりつけた痕跡

体部下半ヘラケズリ、内面ナデ 口縁部に放射状、底部に
3 2-01 土師器杯 A3 包 13.4 3.2 良 良 黄褐色 50 

口縁部ヨコナデ ラセン暗文あり

4 6-04 ~ 甕 A2 SH9 14.6 残9.7
口縁部ハケ目後、ヨコナデ、内

外面ハケ目
やや密 ~ 明黄褐色 25 ハケメ7本/cm

16 口縁部ヨコナデ、内面板ナデ
6 3-03 ~ + 16,6 密 ~ 淡茶褐色 20 

Tl(河道） 外面ハケメ

6 6-01 ~ 皿 F4 s za 14.0 2.1 
内面ナデ、口縁部ヨコナデ、外

やや密 ~ 明黄褐色 30 口縁部に粘土接合痕あり
面オサ工．

内面～口縁部はナデ、外面オサ
7 6-02 ． ． F5~ 12.0 2.0 密 ~ 明黄橙色 25 

工

8 5-02 ． ． G3 SD6 9.8 
内面ナデ、口縁部ヨコナデ、外

1.7 • ~ 暗褐灰色 35 
面オサエ

， ふ04 + ~ G4• 8.4 1.3 内面ナデ、外面オサエ やや粗 ~ 灰黄色 60 

10 1-02 ~ ~ G5 上面 9.0 
内面ナデ、口縁部ヨコナデ、外

1.4 
面下半オサエ

密 ~ 淡黄褐色 90 

11 5-03 ~ ~ F5 S ZS 8.0 1.2 内面～口縁部ナデ、外面オサエ やや粗 ． 灰黄色 60 

12 ふ05 • ~ G5 S ZS 8,0 
内面ナデ、口縁部ヨコナデ、体

1.2 ~ ~ 灰黄褐色 25 
部下半オサエ

13 1-06 瓦器 椀 A4 包 13,4 3,4 
口縁部ヨコナデ、内面ヘラミガ

高台径5.4 密 ~ 黒紫色 50 底部にラセン状の輪状文
キ、外面ユビオサエ

山茶椀高台にモミガラ痕、
14 1-01 陶器 椀 G5 上面 15.8 5.3 ~ 5.4 内外面ロクロナデ、底部糸切痕 ~ ． 淡灰色 50 

口縁部つけ掛け

15 2-04 瓦質土器鍋 A2 包 口縁部ヨコナデ、他不明 ~ ． 黒紫色 5 外面にスス付着

16 4-04 鋼銭 C4 包 直径2.4 厚さImm 90 紹聖元宝（筆書）

17 4-03 ． ~ ~ 直径2,4 厚さ1111n 100 政和通宝

18 8-03 土師器羽釜 F5 S ZS 口縁部折り返し、ヨコナデ 密 良 明灰褐色 10 

19 6-05 陶器捏鉢
内外面ロクロナデ、体部外面に

F4 SD6 
指圧痕

やや粗 硬 灰褐色 16 信楽産

20 7-01 土師器鍋 G3 SD6 27.8 口縁部折り返し、ヨコナデ 密 良 明褐灰色 10 

21 4-01 瓦質土器ヶ G2 上面
口縁部折り返し、ヨコナデ、体

30.6 
部内外面ナデ

~ ~ 明橙色 10 外面全体にスス付着

22 2-05 土師器ヶ G2 上面 32.0 
内面ナデ、口縁部ヨコナデ、外

やや密 ． 暗褐色 10 ． 
面ハケ目

23 9-01 • ~ G4 SD6 34,0 18.1 
口縁郁ヨコナデ、内面ナデ、下半ケズ

リ、体部外面上半ハケ目下半ケズリ
密 ，，， 暗灰褐色 50 クハケ目5本/cm

内外面ロクロナデ、口縁部指圧 厚さ111111前後の鉄釉の釉
24 2-02 施釉陶器皿 F5 包 10.8 2,2 密 硬 暗茶褐色 70 

による波状口縁をつくる 薬かかる

25 8-01 砥石 F5 S Z8 長さ15.4 幅 55 厚さ 2.0 100 砂岩糸

第4表六地蔵A遺跡A地区出土遺物観察表
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土師器皿(10) 土師器皿(9)に類似するが、ロ

縁部をヨコナデする点で異なる。

土師器鍋(22) 土師器鍋(23)に類似したもので

あり、同時期の可能性がある。

瓦質土器鍋(15・21) いずれも口縁部の一部

が残るのみで、口縁端部は内側に折り返されて上方

に面をもつ(15)と内側に面をもつ(21)がある。

施釉陶器皿(24) 口縁部をヘラで押さえ、波状

輪花としている。全面に鉄釉を施す。

銅銭 (16・17) 2枚一組で出土し、 (16)は策書

で「紹聖元宝」、 (17)は「政和通賓」と表記されて

いる。いずれも北宋銭であり、初鋳年は(16)が、 10

94年、 (17)が1111年である。

(2) B地区

①土層

B地区の標高は約229mで、南東から北西にかけ

ての緩斜面上に位置する。試掘の結果では、これよ

り南東方向の谷間には遺跡は存在しないことが判明

した。調査区はほ場整備により削平を受ける部分の

みになるため、不整な形となった。調査区の地形は

ほぼ平坦である。

士層の基本層序は第1層＝耕土、第2層＝茶褐色

土、第3層＝茶褐色土（淡～暗の変化あり）で、遺

構検出は第3層上面である。 Rラインより南側では

地山面は下がっていく。また、中世の遺物を含む灰

色土や青灰色土、淡灰色土が堆積していた。

②遺構

（ア）溝

S020調査区北端に位置し、ほぼ東西に流れる

溝である。幅約2.lm、深さ0.7mで、断面は逆台形

状を呈する。

番 登録 出土位置 法 量 (cm)
器 種

号 番号 遺 構 口径 器高 その他

L4・L5 
26 6-03 土師器皿 7.0 1.5 

S D20 

27 1-05 須恵器杯身 Q3 上面 12 0 34 

28 3-01 土師器甕 Q4S K25 13,0 

須恵器 体部径
29 3-02 P3pitl 

台付壷 12,0 

30 2-03 瓦器椀 R3 上面 15 0 4.9 高台径62

第5表六地蔵A遺跡B地区出土遺物一覧表

S021調究区南端にあり、北方向に抜ける溝であ

る。溝の幅は約0.7m、深さ15cm程で、埋土は淡灰

色である。中世の遺物が出土した。地山（茶褐色士）

の上に灰色の土が盛られ、その後で中世の溝が切っ

ていた。

（イ）土坑

SK24 調査区西寄りで検出した不定形な土坑で

有る。土坑は深さ15cm程残っており、底面からは 3

基の小穴を確認した。

SK25 SK24に接する南側に方形状の土坑を検出

した。士坑内に 2基の小穴を確認した。その 1基か

らは土師器の甕(28)が出士した。土坑はSK24によっ

て切られる。東辺が直線的な肩をもつことから、 S

K25は竪穴住居の可能性もある。古墳時代と考えら

れる。

③遺物

遺物は第2層の茶褐色土の遺物包含層から、古墳

時代、中世（鎌倉時代、室町時代）を中心に出土し

た。遺構にともなう遺物は少ない。遺物の多くは細

片である。

（ア）古墳時代の遺物

a. SK25出土の遺物

土師器甕(28) 球形の胴部に外傾する口縁部が

つき、口縁端部はまるくおさめられる。胴部外面に

はハケメを施す。口縁部にはヨコナデが、内面には

ハケメが残る。

b. 小穴(P-2・3)出土の遺物

須恵器 台付壷(29) 底部から体部上半にかけて

残存する。体部にはヘラ描斜線列を施し、この上下

に凹線を巡らす。底部には3方の透かしを入れた脚

の剣離痕を残す。

残存
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 備 考

（％） 

内面～口縁部ナデ、体部外半オ
密 良 暗黄橙色 25 

サエ

内面～口縁部ロクロナデ、体部 . 硬
下半回転ヘラケズリ

青灰色 20 

口縁部ハケ目後ヨコナデ、胴部
やや密 良 淡黄褐色 20 ハケ目4本/cm

外面ハケ目

脚部に3方向に推定長方
体部内外面ロクロナデ • 硬 青灰 30 

形の透しあり

内面暗文、ヘラミガキ、外面指
密 良 暗紫色 20 

オサエ痕
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C. 包含層出土の遺物 土師器 皿(26) 口径 7.0cmの小皿で、外面に指

立ち上がりは、短く内傾する。

体部はロクロナデで、底部はロクロケズリを施す。

（イ）鎌倉•室町時代の遺物

須恵器 杯身(27) オサエがみられる。

b. 包含層出土の遺物

瓦器 椀(30) 体部外面は指オサエ、内面は底部

a. SD20出土の遺物 にラセン暗文、体部はミガキを施す。
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(3) ct也区
①土層

C地区は、 B地区に隣接するトレンチ状の調査区

である。標高は約229mで、南東から北西にかけて

の緩斜面上に位置する。調査開始の時期が遅れたた

め、すでに耕土が取られた状態で調査を開始した。

土層の基本層序は第 1層＝明茶褐色砂、第 2層＝

暗褐色砂質土、第3層＝茶褐色砂質土、第4層＝含

礫明青灰色粗砂で、第3層と第4層の間に一部砂層

が挟まる。遺構検出面は第4層上面とした。基本的

にはB地区の層序と同じであるが、遺構検出面がB

地区より 1層下の層ということになる。

②遺構

（ア）溝

SD 1 調査区をほぽ東西に横切る溝で、幅約9m、

深さは最深部で約40cmとなる。中央部で約2mの幅

をもって一段低くなり、その向きを北西ー南東方向

に変える。これを南東方向に延長すると現地形の谷

筋と一致する。この点と、地形の傾斜を考え合わせ

ると、 SDlは旧河道であると想定される。

（イ）その他の遺構

ピットとSDlを切る土坑が検出されたが、遺物は

出土しなかった。

③遺物

遺物はコンテナバットで約3箱で、遺構からの出

土はSDlのみからである。時期は古墳時代末～平

安時代までのもので、以下時代別に述べる。

（ア）古墳時代の遺物

a. SD 1出土遺物

須恵器杯身(33) 口径11.1cm、高さ3.4cmである。

口縁の立ち上がりは短く、内弯して端部を尖り気味

におさめる。底部外面はロクロケズリである。胎土

は密である。

b. 包含層出土遺物

須恵器杯身(36) 口径11.1cm、高さ3.6cmである。

口縁部の立ち上がりは短く、内弯して端部を丸くお

さめる。底部外面はロクロケズリである。胎土は密

である。

（イ）奈良時代の遺物

a. SD 1出土遺物

A_ 

I. 明黄褐色砂
2. 暗褐色砂質土

• 3茶褐色砂質土
228.2m 4白灰砂
5. 明茶色砂質土
6. 茶黄色砂質土
7. 茶灰色砂質土
8. 明青灰色砂

.-

B

一
A
_
 

_上

゜
10m 

第10図 C地区遺構平面図 (1: 150)土層断面図 (1: 80) 
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第11図 C地区出土遺物実測図 (1:4) 31-34は

SK 1、35・36は包含層

須恵器杯蓋(31) 口径16.0cm、高さ2.9cm、つまみ

部径2.8cmで、口縁部はほぼ垂直に屈曲して端部を

丸くおさめる。天井部はロクロケズリである。胎士

は密である。

須恵器鉢(32) 口径18.8cm、高さ9.2cmで、底部は

平坦で、胴部から口縁部にかけて内弯し、口縁端部

は丸くおさめる。胎土は密である。底部外面はロク

ロケズリで、胴部は内外面ともロクロナデである。

b. 包含層出土遺物

土師器皿(35) 口径16.0cmで、口縁部をやや内弯ぎ

みに立ち上げ、端部を丸くおさめる。内面にはラセ

ン状の暗文がみられる。胎土には砂粒を含む。

（ウ）平安時代の遺物

a. SD 1出土遺物

須恵器杯(34) 口径11.1cm、高さ2.8cmである。平

坦な底部から直線的に立ち上げ、口縁端部を丸くお

さめる。底部外面はロクロケズリである。胎土には

砂粒を含む。

（浜口元）

( 3 ) 糸吉i吾
今回の調査を振り返り、幾つか判明した点を整理

し、且つこの地域の時代的景観を想定しつつ六地蔵

A遺跡の結語としたい。

（弥生時代以前）出土遺物、遺構ともなく不明で

ある。少なくとも当遺跡には、この時期の人為的な

形跡を認めるものはなかった。

（古墳時代） この時期に属すものとしてはA地

区の自然河道、 B地区中央の小穴群、士坑 (SK24,

25)があり、いずれも古墳時代後期の遺物が出土し

ている。周囲に後期の古墳（奥ノ谷古墳群、六地蔵

古墳群）が存在することから、近くに集落があった

可能性が裔い。また、 A地区の南端で確認された自

然河道は、現在北側を流れる見合谷川に繋がる可能

性が高い。この河道から出土した遺物は僅かである

が、古墳時代終末頃のものである。何かの要因で河

道の流れが止まり、植物の混じった粘土が徐々に堆

積されていったと思われる。この層の堆積土は lm

以上になる所もあることから、流れが止まり、よど

み状に堆積していったと考えられる。

（奈良～平安時代） A地区では、竪穴住居(SH

9)、C地区は溝(SDl)を確認しており、当遺跡は

集落の周辺域であったと思われる。

（鎌倉時代～室町時代）この時期に入ると包含層

からの出土遺物が増え、土器の使用が増加したこと

が窺える。また、遺構もA地区で掘立柱建物(8B7)

、柱列(SA12)、溝(SD6)、石組遺構(SZ8・10)、B

地区で溝(SD20・21)を確認しており、この地区で

の人の活動が看取できる。それは当遺跡の南側に

「東禅寺跡」、北側に久保遺跡、西側に六地蔵B遺

跡、川を隔てて「高嶋氏館」、それにともなう浦木

戸遺跡など中世を中心とする遺跡が存在することか

らも裏付けられよう。

（吉澤良）

3 . 六地蔵B遺跡

今回の発掘調査は、平成5年度の県営ほ場整備事

業にともなう調査である。分布調査、試掘調査の結

果、事業地内に2,900面にわたり遺跡が広がってい

ることが判明した。そのうち、事業により削平をう

ける80rri刊こついて本調査をおこなった。

当遺跡は、六地蔵A遺跡と県道をはさんで隣接し
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ており地形的にも酷似しているが、同遺跡よりも標

裔が低く 220m~225mである。木津川の河岸段丘面

に位置していると考えられる。

(1)土層

調究区の標高は約225mでほぽ平坦である。基本



層序は5層で、上から耕土、灰色砂質士、褐灰色砂

質士、暗褐色砂質士、含礫灰黄色砂で、第5層上面

の含礫灰黄色砂層を検出面とした。

(2)遺構

a. 掘立柱建物

SB8 調査区の南寄りで棟方向をN-54°-Eと

する掘立柱建物でSKlとSK3に切られる。梁行は 2

間だが桁行については北西面の 1間を検出したのみ

で、その規模については調査区外のため不明である。

柱間間隔は桁行が1.6m、梁行が1.5mである。柱穴

については、直径は40cmの円形でほぼ同じであるが、

深さについては統一性はない。また、根石が1か所

のみで確認された。

遺物は 1つの柱穴からのみ瓦器が少醤出土した。

b. 土坑

SK 1 調杏区の南東端で検出された、不定形の

土坑である。深さは10cm程残っている。遺物は土師

器の皿• 鍋• 羽釜、瓦器の椀が出土した。

SK 3 SKlの南東隅でSKlの下から検出された。

2m Xl.lm以上の方形の士坑と考えられ、深さはS

Klの底から8cm程である。遺物は土師器の皿・ 鍋・

羽釜、瓦器の椀が出土した。

SK 4 SKlの南西隅でSKlの下から検出された。

2.3mXl.2m以上の方形の土坑と考えられ、深さは

SKlの底から8cm程である。この土坑の機能につい

ては不明であるが、隣接するSK3と平面形、規模、

深さともに類似しており、出土遺物も同時期のもの

と考えられる。このことから、 SK4はSK3と同時期

になんらかの関連をもって機能していたと想定され

る。遺物は土師器の皿・ 鍋、瓦器の皿・椀が出土し

ている。

SK 5 調査区のほぽ中央から検出された不定形

な土坑である。深さは最深部で16cm残っており、南

ほど深くなる。遺物は土師器、瓦器の椀が出土して

いる。

SK 6 調査区の中央北寄りに検出された楕円形

の土坑である。深さは13cm程残っている。遺物は土

師器の皿、瓦器の椀が出士した。

SK 7 調査区の北端で検出されたl.lmXl.Omの

方形の土坑である。深さは検出面から50cm程残って

いる。遺物は土師器の台付甕が出土している。

(3)遺物

今回の調査で出土した遺物はコンテナバット約 3

箱分で、時期は鎌倉時代に集中する。以下、遺構別

に述べる。

a. SK 1出土遺物

土師器皿(1) 口径8.6cm、高さ1.0cmで、底部中央

がややもりあがり、口縁端部はやや尖りぎみにおさ

める。

土師器鍋(2) 口縁部のみで、折り返し部は内弯が

強く、端部は丸くおさめる。

瓦器椀(3) 口径13.2cmで、口縁部には内側に沈線

一1

ギ
起
迄
国
王
冬

廿
叫
翠

じ OO

T
起
怠
邑
翠
総
迄
[
-

ギ
起
念
心
翠
ざ
菩

廿
瞑
迄
叫
翠
塞

寸 U)'°

T
瞑
盆
叫

yl
翠

＋
起
念
出
Yl

＋
茫
｝
芸

-NM  

吋
10.m 

第12図遺構平面図、土層断面図 (1:150)
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瓦器皿(7) 口径9.0cm、高さ1.7cmで、口縁部はや

や外反し、端部は丸くおさめる。内面にみがきを施

＼一— ~5叉す。

了

~7 

-{!f 

返頁フ4 () 10cm 

第13図遺物実測図 (1:4) 1•4•6•9 は SK 1、

2•5•7'iSK4 、 3• 8, よSK6

があり、端部は丸くおさめる。外面にみがきはみら

れず、指おさえの跡が残る。内面のみがきもやや疎

で口縁部と底部には見られない。

白磁合子(4) 口径5.9cmで、口縁端部は面を持ち、

弱い沈線をもつ。口縁部内面を除く部分に明緑灰色

の釉を施す。

b. SK 4出土遺物

土師器皿(5) 口径9.2cm、高さ1.7cmで、底部は平

坦である。底部から体部にかけて屈曲して立ち上が

り、口縁部は外弯して端部を丸くおさめる。

土師器鍋(6) 口縁部のみで、折り返し部は長く、

端部に弱い面をもつ。

註

① 「三重の縄文時代」三重県埋蔵文化財センター 1992年

② 「青山町史」青山町史編纂委員会 1979年

③ 前掲②に同じ

④ 吉澤良「勝地大坪遺跡（古墳群）」 「平成 3年度農業基盤

整備事業地域埋蔵文化財調査報告 第1分冊J三重県教育委員

会•三重県埋蔵文化財センター 1992年

⑤ 「布引開拓地遺跡試掘調査報告書J青山町教育委員会 1974年

⑥ 前掲④に同じ

⑦ 前掲②に同じ

⑧ 前掲②に同じ

⑨ 「考古資料でみる伊賀の歴史」三重県教育委員会 1987年

銅鐸は、東京国立博物館が所蔵している。

⑩ 前掲④に同じ

⑪ 吉澤 良「川南A遺跡」 「伊賀国府跡（第5次）、箕升氏館

跡ほか」三重県埋蔵文化財センター 1993年

⑫ 前掲②に同じ

c. SK 6出土遺物

土師器皿(8) 口径10.0cm、高さ1.8cmで、底部に

指おさえの跡を残す。口縁部は外弯して、丸くおさ

める。

瓦器椀(9) 口径16.0cm、高さ4.7cm、高台径6.2cm

である。口縁部はやや外反し、内側に沈線をもつ。

外面のみがきは非常に疎で指おさえの跡が残る。

(4)結語

今回の調査結果をもとに当地域の時代的変遷をの

べて結語としたい。

調査区内で確認できた最も古い遺構は、古墳時代

まで遡る。この時期の遺構はSK7の1基のみである。

奈良時代頃の遺構は見られないが、隣接する六地

蔵A遺跡では奈良時代の遺構も確認されていること

から本調査区はこの時期は集落の縁辺部であった可

能性が高い。

平安時代末～鎌倉時代前半の遺構としては、掘立

柱建物とほとんどの土坑が確認された。

（浜口元）

⑬ 中島千年 「岡田向遺跡発掘調査報告書J青山町遺跡調査会

1986年

⑭ 持統天皇6年3月壬午条

⑮ 聖武天皇紀天平12年11月甲申条

⑯ 「三日（中略）伊賀堺以後国司調備、着阿保頓宮」とある。

⑰ 「青山町の文化財J青山町教育委員会 1991年

⑱ 「三国地志」によれば、旧伊賀郡内には廃寺を含めて140カ寺

の記載があり、現青山町内には55カ寺があった。また、 「名賀

郡史」によれば「東大寺要録」「唐招提寺千歳伝記」 「興福寺諸

記」 「神宮祭事記」などの記載も含めると350カ寺を下らない寺

院（但し、名称が異なるだけで同一のものが含まれる可能性が

ある。）が18伊賀• 名張両郡に存在していた。

⑲ 青山町遺跡地図より。

⑳ 竹内理三「角川日本地名大辞典」 （編纂委員会 角川書店

1983年） 「界外」は、 「寺院の外」を意味する。
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六地蔵A遺跡SH9 (西から）
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P L 3 

六地蔵A遺跡SE 3 (南から）

六地蔵A遺跡SD6遺物出土状況（東から）
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P L 4 

六地蔵A遺跡B地区北半部（東から）

六地蔵A遺跡B地区南半部（東から）
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P L 5 

,.,_.-
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六地蔵B遺跡全景（北から）
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六地蔵A遺跡出土遺物 (17は1: 1、他は 1: 3) 
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m. 阿山郡伊賀町愛田 高塚宅跡

1 . 位置と歴史的環境

伊賀町は、四周を山に囲まれた典型的な盆地の中

にある。東部は鈴鹿山脈、布引山地が南北に縦断し、

旧伊賀国と旧伊勢国の境をなす。北部は標高約250

mの水口丘陵を介して近江国との境とする。また、

ーツ家小平山を源とする柘植川は幾筋もの支流をあ

わせ、木津川に合流し、淀川となって大阪湾にそそ

ぐ。伊賀町の中心地域は、この柘植川により形成さ

れた河岸段丘上に位置し、古代から発展してきた。

高塚宅跡(1)は、柘植川の支流の愛田川の右岸に

位置し、霊山西麓台地縁辺部（標高約265m)に所

在する。

この霊山西麓台地の穴石谷（柘植町）、小波田（下

柘植、愛田）、古田（柘植町、愛田）等の柘植JIIや

-27-

① 

愛田川の流域は、古くから集落が立地した。このこ

とは、サヌカイト製の有舌尖頭器が、小波田遺跡
② 

(2)で出土していることからも首是される。これ

以外には、川西地区で磨製石斧が表面採集されるの

みで、伊賀町に残る縄文時代の資料はわずかである。

伊賀町において明確に歴史が辿れるのは、古墳時

代からである。 4世紀前半に築かれた三重県最古の
③ 

古墳とされる東山古墳 (3)をはじめ、新堂古墳(4)
④ ⑤ 

筒御前古墳 (5)、権現山古墳 (6)、天長山古墳群

(7)内田古墳群(8)等19基の古墳が確認される。

天道遺跡(9)は、昭和63年の発掘調査で 6世紀前
⑥ 

半の集落であることが明らかになり、畦垣内遺跡A

地点(10)では、 6世紀前半の竪穴住居を多数検出



し t::.~。
律令時代前後では、旧柘植郷（現伊賀町）内に条

里遺構がみることができる。この地域は、旧伊賀国

阿拝郡に属し、「19の条」、「7の里」が認められる。

また、東大寺をはじめとする畿内大寺院の進出が著

しく、寺領荘園が多く経営された。中でも、東大寺

北柚とされる玉滝荘、大安寺の柘植荘、東大寺の柏
⑥ 

野荘、春日若宮の壬生野荘などが著名である。的場

遺跡(11)は、平安時代から鎌倉時代前期にかけて
⑨ 

の遺跡であり、柏野荘の荘域に含まれると考えられ、

注目をあびた。これらの荘園が営まれた平安時代を

中心とする時期は、交通上も畿内との結び付きが強

ぃ。平城京• 平安京と東国とを結ぶ官道が、伊賀国

に開かれた。東国への官道は、平城京からは和銅4

(711)年に阿拝郡新宮駅（推定、上野市新居）が新

設され、木津川沿いに大和から伊賀へ入り、伊賀国

府（上野市坂之下）を経て、柘植川沿いに東進し、

加太峠を越えて伊勢に至る道が開かれた。平安京に

なってからは、近江国経由の阿須波道が開かれ、伊

第15図遺跡地形図 (1: 5,000) 
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賀は幹線道からはずされる。中柘植地内にある斎宮

芝遺跡(12)は、伊賀国旧路頓宮跡に比定される。遺

物は7世紀前半の須恵器、土師器が出土しており、

斎宮芝遺跡の性格は今後の課題となっている。
⑩ 

中世に入り、荘園体制の弛緩にともなって在地領

主層が台頭し、その拠点として城館が築かれた。伊

賀国全体では、約500カ所の中世城館が確認されて

おり、その分布は地域的な偏在傾向をもつ。柘植JII

流域では川西、川東、新堂、下柘植、中柘植、倉部、

小杉地区に集中する傾向を示す。当遺跡周辺では竹

島氏城(13)、日置城跡 (14)、日置弾正城跡(15)、

高島城跡(16)、広芝城跡(17)、日置城跡(18)などが

ある。これら伊賀の城館は、集落内に造られるもの

と丘陵の先端部に造られるものとがあり、また一辺

数十m の土塁で囲まれた単郭、もしくは複郭の単

純な郭構造をもつものが多い。これらの城館の築造

は、戦国時代に多く造られる。天正伊賀の乱 (1579

年、 1581年）では、柏野城(19)、壬生野城(20)が拠

点となっている。



2 . 現況と調査前測量

(1)経過と現況

高塚宅跡は、通称「高塚山」の尾根の頂部（海抜

265m -270m)に位置し、現況は山林である。平成

5年度に県営広域営農団地農道（伊賀第 3期地区）

第16図調査区位置図 (1: 1,000) 
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り当遺跡が破壊される可能性が強まった。協議の結

果、現状保存できない部分（面積＝約1,500rriりに

ついて発掘調査を実施し、記録保存をおこなうこと

になった。道路は尾根を南北に横断する形で建設さ

れるため、その頂部に所在する高塚宅跡の一部は調

査をおこない、他は現状保存となった。

尚塚宅跡は、尾根が東から西に傾斜する斜面を平

坦にし、土塁を築いて防禦としている。尾根下の水

田までの比高は南側で21m、北側で27mある。尾根

の両側は急峻な斜面をつくり、自然の要害に相応し

い地形となっている。

尾根全体に樹齢30年~40年の針葉樹が植林されて

いるが、それ以前は桑畑として利用されていた。そ

のため、開墾による地形変化も予想された。また、

通称「高塚道」と呼称される林道も近世以降現代ま

で林業に使用され、そこからのびる材木切り出し用

の臨時的道路も南側の土嬰に沿って作られていた。

このような幾つかの要因が城館廃絶後の地形を変化

させた可能性はある。

(2)調査前測量

調査を実施する前に、 「高塚宅跡」の概況を知る

ための測量をおこなった。これにより以下のことが

想定できた。

①南側にみられる土嬰は自然尾根の一部を削り、

造られた可能性が高い。

②高塚山の東西にのびる尾根を利用して平坦にし、

その一部に段状の区画をもたせ郭を構成させた。

③郭内は現状では、西側に土塁等は存在しないが、

これは削平を受けた可能性がある。

④郭内の東には西に開く「コ」の字状の小規模な
⑪ 

土塁を巡らし、南東隅に井戸を設けている。

⑤西側に平坦面を有し、何らかの用途に供されて

いた可能性がある。

⑥調査の範囲は「コ」字状の中央部やや西寄りに

なるため、その全体像は明らかにならない。

以上のことから、 「三国地誌」に記されている

「高塚宅址」に比定しうる中世城館として、調査を

実施した。



＼ ＼ 

／ 

／ 
~

m
 

第17図
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3 . 遺 構

調査を実施するにあたり、南北に土層観察用の試

掘坑を計画路線東側に69m、郭内中央部を東西に46

m設定し、層位の状況を観察した。郭内では第1層＝

腐植土層 (10cm前後）、第 2 層＝暗黄灰色土(15~20

cm)、第3層＝淡黄色砂礫士、明黄色士の地山が

2種類認められた。この層以下では湧水（表土から

約90cm)がおこる。また、東西方向ではこの第 3層

は東端から 7m の点で暗黄色土に変わり、西へ10~

22mの場所では地山の層が複雑になる。郭を構成す

ると見られる段状の区画を境に再び地山が、単純な

黄灰色（砂質•砂•砂礫）土に変化する。

(1)土塁

南側に東西にのびる士塁で、小さな尾根

の一部を削り築いていた。この尾根は、東へ続いて

おり調査区外から40mの所で北へ屈曲する。土塁頂

部の比高差は内側（郭内）で4m、外側（郭外）

SA1 
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-2m程あった。土塁は西へ延びるほど段階状に低

くなり、郭の西端では1.3mの高さとして残る。こ

れは、尾根自身の端部にあたっているためとも考え

られる。しかし、本来的に士塁は、高さを減じつつ

も西端にも存在したと考えられる。土塁断面は頂部

に暗黄褐色の柔らかい土を40cm程盛土し、それ以下

では黄色の礫混じりの締まった層になり、地山とな

る。北側では、後世の頂部からの崩落により暗灰色

（黄色混じり）土が30~40cm堆積していた。 このこ

とは、尾根は南で緩やかで、北側で落ち込み、段を

つくるものであった可能性が高い。そして、内側で

自然尾根の裾部分を削り、郭内を拡充し、また南と

の高低さを設けるために頂部に盛土をおこなったと

考えられる。

土塁の高さは南の平坦面から1.2m程である。北

側に築かれた土塁が、底部からl.lmの高さの人為

的な盛土であることから、高さにおいては不自然な

ものではないと推測する。なお、土塁頂部の暗黄褐

色のやわらかい盛土から土師器鍋(8・9)が出土した。

SA2 郭内北側に築かれており、西側に 9m程

残る。土塁は、規模が小さく上部は幅lm程平坦で、

柱穴等の遺構は確認できなかった。また、基底部の

.,: I 

第18図
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南北土層断面図 (1: 100) 
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幅は3.5m、郭内との比高は 1m程であった。

土塁の北側は平坦な面をもち、 さらに北に1.3m落

ち込む。この落ち込んだ点からSA2の頂部まで 2

m強程ある。この落ち込んだ部位は「堀」の機能を

果たしている可能性もある。そして、

この

SA 3につな

がっている。このことは、土塁がこの堀状遺構の底

からSA2の頂部までを一連のものとして捉えれば、

より自然な防禦構造の土塁であったと理解できる。土

塁は、地山（淡黄色砂礫土）

SA3 

SA4 

の上に1.4mの盛土

（暗灰色・黄灰色の柔らかい士） で築かれていた。

断面からは小穴が観察できた。士塁の盛土は、柔ら

かな土であるため、風雨による流失が想定でき、築

造当初は今より高かった可能性もある。

郭全体を取り囲む土塁の一部と考えられ

た。土塁は後世の削平により、頂部はゆるやかになっ

ていた。ただ、 SA3 の北側では緩斜面が 6~lOm

続き、その後急峻な斜面となり落ち込む地形のため、

この急斜面そのものが果たす効果は、土塁以上の防

御が想定できると考えられた。

郭の西側のコーナーに一部残る。土塁本

来の状態ではなく、わずかに遺存する程度である。

(2)掘立柱建物

S85 

行2間以上の掘立柱建物である。棟方向はE-25°

Nである。柱間寸法は桁行きが2.4m等間、梁行き

が1.8m等間であり、柱穴は、径35~40cmの円形で

ある。柱穴の深さは、概して浅く、 15~30cmの残り

である。郭内の奥行きを考えると、もう 1間ないし

は2間分東へ桁行きが延びることができ、

状の土塁に囲まれた中央に 3間X2間、または 4間

X2間の建物が立っていたと考えられる。

(3)溝

SD 7 

郭内中央部東側で検出した梁行2間X桁

「コ」字

郭内のSA1 の士塁裾部に沿って幅go~

60cm、深さ数cmの浅い溝を検出した。この溝は、南

北の土層断面では確認されないことから調杏区内で

終了する。

SD  1 1 SB5に平行する形で東西にのびる幅

45cm、深さ10cm程の溝である。 SDllは、調査区外

東へも伸びていることが土層断面より確認できた。

(4)その他の遺構

第19図 東西土層断面図 (1:100) SZ8 郭内の土塁SAl裾部に石組み列を検出し
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た。石組みは拳大から人頭大までの自然石を 2-3

段程度積み上げられていた。少し離れて、その上に

も人頭大の石が一列に並べられていた。機能につい

ては不明であるが、上部からの崩落を止める土留め

の要素も考えられる。

SZ9 南側の土塁SAlの郭外裾部に幅lm弱、

長さ 4m程の範囲で並べられる石列が認められた。

SZ8と同様な機能と考えられる。

S Z 10 土塁SA2の先端部に集石を検出した。石

の量は少なく、土塁に貼りつけたようにも見られた。
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第20図調査区土層断面図•平面図 (1 :300) S85• SD11実測図 (1:100)

-33-



4 . 遺

遺物は郭内を中心にコンテナバット 1箱の出土で

あった。遺物は、包含層および検出面からであり、

遺構からの出土は認められなかった。出土地区別に

みると、 E-10-12地区に比較的多くみられる。これ

は、南側の土塁 SAlの先端部にゆるやかな傾斜が

みられ、遺物が土砂とともに流れ込んだためであろ

う。郭外からの遺物は殆ど出土しなかった。遺物は

少量であり、天目茶碗、陶器の播鉢、土師器椀•鍋．

皿、砥石、銅銭、鉛玉等である。以下、概略的に説

明をする。

施釉陶器皿(1) 口縁部から体部にかけて残存し、

全面に乳白色の釉が施される。口縁部は屈折して直

線的に外傾し、端部は丸くおさまる。

天目茶碗(2・3) (2)は口縁部周辺、 (3)は口縁部

から体部にかけ残存する。いずれも鉄釉が内外面全

体にかかる。 (3)の復元口径は11cmで体部下半から

直線的に開き、口唇部で立ち上がり、口縁端部は小

さく外反する。 (2)は体部が薄く、口縁部は肥厚し、

口縁端部をゆる＜外反する。

施釉陶器鉢(4) 口縁部の小片であり、外面全体

に茶色の釉がかかる。近世の遺物と考えられる。

陶器摺鉢(5-7) 釉薬の掛かるもの(7) と掛か

らないもの(5・6)があり、また体部の造りの厚いも

の(6)と薄いもの(5・7)とがある。 (5・7)はいずれ

も口縁部内面に無文帯を有し、それを段や沈線で区

物

画している。 (6)は体部下半のみの残存であり、赤

褐色で造りが粗い。 (5・7)よりも(6)が先行するも

のと考えられる。

土師器鍋(8・9) いずれも同じ地点から少量出土

したが、口縁部の造りに相違が認められ、別個体と

判断された。 (8・9)は共に頚部を短く外反させ、ロ

縁端部を外傾気味に立たせ、ヨコナデをおこなう。

口縁端部外面の強いヨコナデのために凹線をつくる

(9)と弱いヨコナデの (8)に分かれる。時期的な差

異はないであろう。

砥石 (10-13) 形状で(10)と(11-13)に分かれる。

(11-13)は棒状の石の側面に加工を施し、四面を

造る。その一部が折れ、欠損している。使用痕によ

り平滑な面を一面に有する。 (10)は薄い板状を呈し、

その一部が欠損しており、平滑な面を一面に有する。

いずれも、小形で目が細かい。

貨幣銅銭(14) 直径2.4cmを計り、 「天聖元賓」

と策書で記される。 1023年から鋳造の始まった北宋

銭である。

鉛玉 (15) 直径1.2cm、重さ9gを計り、外面は腐

食のために淡灰色を呈す。外面の一部は凹む。

煙管雁首(16) 火皿径1.5cm、火皿高1.0cmで材質

は真鍮である。火皿の接合部の径が0.5cmであり、

腐食が進み、緑青色になる。
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5 . 結

最後に、高塚宅跡の調査をふりかえり、この調杏

により明らかになった点および留意される点を史料

伝承を含めて列記し、結語としたい。

(1)史料
⑫ 

「高塚宅跡」の根拠は、 「三国地誌」からである。

文中で「高塚山愛田村按、高塚宅址あり」と記

し、その所在を述べている。その他、伊賀地域につ
⑬ 

いては、地理誌では「伊水温故J、天正伊賀の乱で
⑭ 

は「伊乱記」が著名である。

「三国地誌」では、 「旧跡名勝」の項に伊賀の土

豪の城館が記されている。その中には竹島氏堡、日

置弾正氏堡など愛田にある城館跡が記されているが、

高塚宅址はない。 「高塚宅址」は「山、川」の地名

の項に記されている。なぜ、旧跡名勝の項に同じよ

うに記載されなかったのであろうか。

「伊乱記」では、実に詳細な伊賀の土豪について

の記述がある中で、高塚氏の名前が登場しない。架

空的要素が強いものの、その中に登場しないのには

疑問が残る。

(2)土地の伝承

遺跡から北へ続く小道を下ると愛田の集落につな

がる。現在は使われていないその道を「馬道」と称

し、「昔、殿さんが馬に乗って鷹狩りに使った。」ま

た、高塚宅址までの細い道を「高塚道」と称してお

り、馬道から高塚道までを一連のものとして捉えて

いる。さらに、伝承では高塚宅址の城主を「高塚兵
⑮ 

右エ門」とし、「その墓石は高野山奥の院にあり。」

としている。以上の伝承は根拠のないものであるが、

まったくの捏造とは言い難いと思われる。「馬道」

の集落寄りには中世から近世にかけての寺院跡（遊

泉l)があり、墓石が転がっている。馬道は近世以
前は寺院前を通り、南に抜ける主要な交通路であっ

た可能性もある。

(3)遺構

①西側に土塁を確認できなかった。これには 2通

りの考えがあり、 1つは後世開墾などにより削平を

受けた。なぜなら、この地点が近世から現代に至る

まで農業用地として利用されていたからである。土

五
口
1
一111:l

塁は規模も小さく、柔らかい士の盛士のため削平が

容易であったと思われる。また、同じような例では、
⑰ 

簑升氏館があげられる。ここでは、四方の内、三方

が削平されていた。 2つめは、何らかの理由により

造られなかったか、または途中で止めたかである。

②士塁が他の中世城館に比し、規模が小さいこと。

単純な測り方をすれば、高さ1.2m程である。これ

で敵の侵入を防げるかという点である。当遺跡より

北西に550mの尾根の突端部に位置する竹島城では、

高さ2m強の土塁が四周を巡る。地形条件が類似す

るにもかかわらず、土塁の大きさが異なる。

③通常、土塁は外側に高く築き、内側に低く築か

れるが、高塚宅跡の南側の土嬰は、攻め手側に低く

築かれ、攻め易くできている。これは土塁の機能を

軽視した結果か。また、別な考えをすれば、尾根の

頂部に築かれたため、それ自身が防禦機能をもち、

土塁を付帯的要素として捉えられていたかもしれな

い。また、防禦の対象を馬、火気類に絞っているな

らば、規模にあまりとらわれる必要はないかもしれ

ない。

④城館の周囲にみられる「堀切り」、 「堀」等の

施設が造られていない。

⑤郭内には小規模な建物が1棟確認された。

⑥郭内は東のやや裔まった平坦面を「コ」字状に

士塁で取り囲み、また、南側の土塁の端から北へ直

角に曲がる延長上に土塁の痕跡を確認し、それが西

に続く。西側では二重に士塁が巻く。高さの異なる

平面と土塁の二重構造を有する点で、複郭式の造り

とも言える。

(4)遺物について

遺物から時期が比定可能なものは、擢鉢、天目茶

椀、土師器鍋等である。もっとも、少量の出土遺物

から時期を比定することの危険性を考慮する必要が

ある。その上で、上記遺物について考えてみたい。

播鉢では、口縁内面に無文帯を画する(5・7)は、

近世以降(17世紀以降）に見られる特徴であり、胎

士の厚い赤褐色の (6)は、それ以前(16世紀後半）
⑱ 

と考えられる。次に、天目茶碗 (2・3)であるが、
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口唇部がやや内傾し、端部が小さく外反する点は藤

澤編年の第11型式に相当し、 17世紀前半に比定でき
⑲ 

る。土師器鍋(8・9)はその形態から南伊勢系のも

のと思われ、第4型式の最後のものであろう。 16世
⑳ 

紀後半が比定できる。以上のことから遺物では、 16

世紀後半からと17世紀前半のものが認められる。

(5)まとめ

①．二次にわたる「天正伊賀の乱」の中では、

「高塚氏」に纏わる事実を文献に見ることはできな

い。したがって、伊賀の土豪として存在していたか

は確認できない。しかし、伝承から高塚氏の存在を

まった＜否定し難いものがある。推量が許されるな

ら、高塚氏は天正伊賀の乱以降、この地にかかわっ

た者とも見れる。

② 16世紀後半の遺物が南側の土塁頂部から出土

している。これは築造時に頂部に盛土をおこなう際、

〔註〕

①福永正三「伊賀町の風土ー地形的環境ー」 「伊賀町史J伊賀町

1979年

②中川甫「伊賀町のあけぼの」 「伊賀町史」伊賀町 1979年

③仁保晋作「阿山町東山古墳の遺構と遺物」 「研究紀要 第1号」

三重県埋蔵文化財センター 1992年

④吉水康夫「筒御前古墳発掘調査報告J伊賀町教育委員会 1977年
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地域埋蔵文化財発掘調査報告 第1分冊J三重県教育委員会

1991年

⑧福永正三「古代の伊賀町一柘植郷条里とその復原一」 「伊賀町

史」伊賀町 1979年

⑨駒田利治「的場遺跡発掘調査報告J伊賀町教育委員会 1978年

⑩吉水康夫「斎宮芝遺跡出土の遺物」 「筒御前古墳発掘調査報告J

伊賀町教育委員会 1977年

⑪調査区外東へ10mの所にあり、直径lm程である。外見から判断

するのみであるが、北側に拳大の石を組んでいる。比較的浅く、

1.5m程で底にあたる。
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混入していたと考えられる。さらに、郭内の整地層

から出土した播鉢も築造時の混入物と考えられる。

これらは、いずれも16世紀後半のものであることか

ら、築造は16世紀後半頃の可能性がある。そして、

17世紀前半以降は使われなくなった。その間の利用

は少なく、日常生活がおこなわれたとは考えにくい。

有事の際にたて篭る「詰め城」的な利用を推定する

ことが妥当であろう。このため、居館的な建物が付

近にあった可能性がある。

高塚宅跡は、 16世紀後半から17世紀前半を「築造

～廃絶」と考える。この時期は二度にわたる「天正

伊賀の乱」がおこった時期でもあり、これが築造動

機とも考えられる。ただ、どのような勢力が築造に

かかわったか、また高塚氏とどのように関連していっ

たのかも不明である。

（吉澤良）

⑫宝暦13年 (1763年）に藤堂藩上野城代藤堂元甫により編纂され

た伊勢•伊賀・志摩三国の地理誌である。

⑬貞亨4年 (1687年）に菊岡如幻により著された伊賀地域の地理誌。

内容は、神社仏閣、神名、宗旨、名勝旧跡等である。

⑭伊陽平定志ともいわれ、菊岡如幻により著され、天正伊賀の乱

を題材にした軍記ものである。

⑮ 「三重の中世城館」三重県教育委員会 1976年

⑯ 「三重県阿山郡伊賀町遺跡地図」伊賀町教育委員会 1992年

⑰森/II常厚「箕升氏館跡」 「伊賀国府跡・箕升氏館跡ほか」 三重

県埋蔵文化財センター 1993年

⑱山田猛「下郡遺跡出土の播鉢」 「Miehistory vol.1」三重歴

史文化研究会 1990年

「菊永氏城跡発掘調査報告」阿山町教育委員会 1987年

⑲藤澤良祐「瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要V」瀬戸市歴史民

俗資料館 1986年

⑳伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」「Miehistory 

vol.1」三重歴史文化研究会 1990年
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N. —志郡美杉村八知 東：川遺跡

1 . 位置と歴史的環境

三重•奈良県境付近に源を発する雲出川は、中小

の河川と合流しながら一志郡内を東流し、伊勢湾に

流れ込む。東川遺跡(1)は、雲出川と老ケ野川との合

流点をのぞむ丘陵端部に立地し、行政的には三重県

一志郡美杉村八知大字大御堂字東川・白梶に位置する。

付近では旧石器時代の遺跡はまだ発見されていな

いが、縄文時代の遺跡としては、早期の土器が表面

採集された大字下多気の上羽遺跡(2)、早期後葉の

土器や石鏃•石錐・軽石製容器•有溝砥石等の石器

類が表面採集された蕨折• 大洞山遺跡(3)、後期中
葉の竪穴住居が検出され、同時期の小形注口士器や

深鉢等が出土した大字上多気の土井沖遺跡(4)、後

晩期の土器が表面採集された大字奥津の波篭遺跡(5)・

谷口遺跡(6)がある。また、青山町との町村境の布

⑤ 

引開拓地遺跡では石匙• 石鏃が出土している。

弥生時代の遺跡としては、中期中葉の溝が検出さ
⑥ 

れ、同時期の土器が出上した土井沖遺跡がある。ま

た布引開拓地遺跡では弥生士器の甕が出土してお
⑦ 

り、老ケ野遺跡(7) 、南瀬古遺跡(8) 、蕨折• 大洞

山遺跡、波篭遺跡等からは弥生時代の土器片や石器
⑧ 

類が表面採集されている。

古墳時代の遺跡は弥生時代に比べて報告例が少な

く、村内では大字下之川の下之川古墳が現在確認さ
⑨ 

れている唯一の古墳である。しかし、大字太郎生か

らは三角縁神獣鏡が出土しており、古墳時代におけ
⑩ 

るこの地域の重要性が指摘されている。このほか蕨
⑪ 

折•洞山遺跡等で須恵器片が表面採集されている。

律令制度の下では、この地域は一志郡に含まれる

第22図 遺跡位置図 (1: 50,000) (国土地理院「二本木」「倶留尊山」 1: 25,000から）
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ことになった。この時代の遺跡もこの地域では報告

例が少ないが、蕨折• 大洞山遺跡では平安時代のもの
⑫ 

と思われる石帯や士師器片が表面採集されている。

中世前期の遺跡の報告例も少ないが、大字下多気

の漆経塚(9) からは土師器・山茶椀• 常滑焼• 青白

磁・経筒（土師質・瓦質・陶質・銅製）・銅鏡・ 鉄

剣•小刀• 古銭など多数の遺物が出土しており、経

塚の築造年代は12世紀後半前後であると考えられて
⑬ 

いる。また、蕨折• 大洞山遺跡では山茶椀や瓦器片
⑭ 

が表面採集されている。

この時代になると、 「八知」の名が各地の史料に

散見するようになる。まず、奈良県宇陀郡大宇陀町

大蔵寺蔵の地蔵菩薩胎内の摺仏の裏書に「八智郷造

立仏所僧長偏塗所三条高倉延応元年九月□日」

とある。ここにみられる「八智」は美杉村の八知で、

当初この仏像はこの地方の有力者或いは八智一郷の

有力者の共同発願により八知の寺院に納められ、後
⑮ 

世になって宇陀に移されたと考えられている。

また、他の摺仏の裏書には造立の結縁者として

「神祇櫂大輔大中臣隆兼」や荒木田氏・度会氏の名

が記されていることから、当時の八知が大中臣氏・

荒木田氏・度会氏など伊勢神宮の祭主・ 祢宜層と強

く結びついていたと考えられる。

中世後期にはさらに史料が増加する。八知仲山神

社にある永亨5(1433)年3月5日の紀年銘を持つ水

舟台石には「八智郷金生大明神 水舟也願主道求」
⑯ 

とある。また、嬉野町大字上小川の宇気比神社には

応永12(1405)年、永享12(1440)年の銘のある棟札が
⑰ 

あり、そのうち応永12年銘のものには「大工八智之

掃部尉源光行」 「八智掃部太郎同二郎」、永享12年

（註）

① 美杉村の遺跡については、地元の相野田健治夫妻、三重県立

松阪高等学校教諭奥義次氏の御教示を得た。

② 註①に同じ

③ 伊藤裕偉「多気遺跡群発掘調査報告」 （三重県埋蔵文化財セ

ンター、 1993年）

④ 註①に同じ

⑤ 森川桜男他「布引開拓地遺跡試掘調査報告書」 （青山町教育

委員会 1974年）

R 註③に同じ
⑦ 註⑤に同じ

⑧ 稲生進ー「美杉村史」 「考古編J1981年
⑨ 註⑧に同じ

⑩ 伊勢野久好「旧一志郡内の首長墓」 （「天花寺山」一志町・

嬉野町遺跡調査会、 1991年）

⑪ 註①および註⑧に同じ

⑫ 註①に同じ
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銘のものには「大工八知エリ太郎」の名が見え、八

知には宮大工の集団が存在したのではないかと考え

ることができる。

この時代には北畠氏が多気(10)に居館を構え、か
⑱ 

なりの規模をもった「地方政治都市」を形成し、八

知には伊賀との国堺に矢鉢城が築かれた。そのよう

な中で、八知は少なくとも16世紀前期以前には北畠

氏の被官の澤氏の所領となり、澤氏の代官が置かれ
⑲ 

ていたことが確認できる。また澤氏古文書の内、永

正8(1511)年10月22日付の澤源四郎宛の北畠具方書

状には「一．八知九名之内 東川八郎兵衛被放御扶

持井寺庵百姓等御扶持仁不可召置之御権門勢家
⑳ 

同前事」とあり、北畠氏は八知の東川八郎兵衛を澤

氏の被官から召し放つ事を命じている。同文書によ

ると東川八郎兵衛は八知の土豪で、伊賀までも含む

範囲で金融業を行っており、かなりの財力をもって
⑪ 

いたと考えられ、北畠氏は澤氏と東川八郎兵衛等の

在地の勢力とを引き離し、自らの勢力を浸透させよ
⑫ 

うとしたと考えられている。しかし、澤氏と東川の

関係はその後も存続されたようで、大永7(1527)年

9月21日付の「若子様御とうの時の樽引付」では澤

氏が宇陀水分神社の祭礼を行う際に、他の同名・被
)p 

官とともに銭三十疋を献上している。

また、 16世紀後半の北畠国永の歌集「年代和歌抄j

には、八知に北畠氏の草庵があったことが記されて

ぃぷ
北畠氏の滅亡後、近世になると八知は安濃津藩の

領地となり、明治22年には町村制施行により八知村
⑳ 

となり、昭和30年の合併により美杉村となった。

（竹田憲治）

⑬ 小玉道明「漆経塚群とその埋納品」 （「美杉村史」 1981年）

⑭ 註①に同じ

⑮ 米山徳馬「大蔵寺地蔵像胎内の摺佛と結縁者」 （「史述と美

術」 215号、 1951年）
⑯ 太田古朴•森田利吉「美杉村史」文化財編 1981年

⑰ 野田精一「一志郡神社史」 （「一志郡史」下巻、 1955年）

⑱ 註③に同じ

⑲ 「沢氏古文書J六ー 13 (「松阪市史」第三巻史料篇所収）
以下、整理番号も松阪市史による。

⑳ 「沢氏古文書」三ー 21 

⑳ 「沢氏古文書」九ー 57、九ー 58 

⑫ 小林秀「戦国期における畿内近国大名の権力構造」 （「三重

その歴史と交流j雄山閣、 1989年）

⑳ 「沢氏古文書」十三ー 8

⑳ 「年代和歌抄」嘉永2 (1849)年写本神宮文庫所蔵

⑮ 山本泰弘•倉田正邦「美杉村史」 「近現代編」 1981年



第23図遺跡地形図 (1: 5,000) 

~ 

第24図

゜
■試掘坑（番号は試掘坑番号）
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2 . 遺

事業地域内で分布調査及び試掘調査を行った結果、

6,lOOm'! こわたり遺跡が広がることが判明した。そ

の内、事業により削平を受ける約1,800m'について

調査を行った。調究区は便宜上、北からA~G地区

（第24図）に分けた。以下、主な遺構を各地区ごとに

報告する。

(1) A地区の遺構（第25図、 PL .11) 

調査面積は約250面である。基本層序は、上から

第1層：暗灰色土（耕土）、第2層：褐色土（床土）、

構

第3層：明褐色土、第4層：黒褐色士、第5層：黄

灰色土、第6層：灰褐色士（遺物包含層）、第7層：

礫まじりの黄褐色土（地山）である。耕土から検出

面までの深さは80~150cmであり、西から東にかけ

て緩やかな傾斜を持つ。遺物包含層からは縄文土器

片 (1~3) が数点出土し、 SK5 からも縄文土器

片 (4)が出士した。他に土坑 (SK6・SK7)

を検出したが、遺構の性格は不明である。

@
5
 

◎
 ミ》

賓

ィ

V 
c喜(¥SK7 

A
 

0. 

1 : 200 
10m 

A 
183.2m 

一且＿

1. 暗灰色土（耕土）
2. 褐色土（床土）
3. 明褐色土
4. 黒褐色土
5 黄灰色土
6. 灰褐色土（遺物包含層） 1 : 200 

5m 

第25図 A地区平面図•土層断面図
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(2) B地区の遺構（第26図、 pL .11) 

調査面積は約450面である。基本層序は上から第

1層：暗灰色土（耕士）、第2層：褐色土（床土）、

第3層：灰褐色土、第4層：黄灰色土（地山）とな

る。耕土から検出面までの深さは、 60"--llOcrnであ

り、西から東にかけて緩やかな傾斜を持つ。遺物包

含層中からは、縄文土器 (7~9)、弥生土器 (10

~12) 、土師器皿· 鍋・甕、瓦器、山茶椀が出土し

た。量的には大半が奈良～鎌倉時代のものである。

検出された遺構は、奈良時代の竪穴住居1棟 (S

H 3)、平安時代の掘立柱建物 1棟 (SB1)、時

期不明の掘立柱建物2棟 (SB2・9)および土坑

1基 (SK4)である。

A. 竪穴住居

SH 3 (第27図、 PL .12) 3.5m X4.0mの長方形

を呈する建物である。床面積は約14.0m2となり床面

までの深さは約25crnである。住居内での主柱穴、貯

蔵穴等は検出できなかったが、東側に袖部最大幅約

1.5m、袖部約lmの張り出しを持つ竃（第28図）を

検出した。断面観察の結果から、住居の床面を平坦

に掘り下げた後、東壁から灰黄色土を馬蹄形に積み

上げ、袖部を構築したものと思われる。袖部の内側

は約10cmの厚さで焼けており、その上に焼土混じり

の暗黄灰色土がマウンド状に堆積していた。竃の上

部が崩れたためと思われる。又マウンドの上部で見

られた二つの川原石は、竃の一部に使われていたも

のと思われるが、原位置を保っていない。右袖付近

から、土師器椀(15)・甕 (16・17) ・ 甑(18)が出土

した。いずれも奈良時代のものと思われる。

B. 掘立柱建物

SB 1 (第30図、 PL.12) 桁行3間・梁行2間

の身舎に北面廂をもつ側柱建物である。棟方向はE

30°Nである。柱間は桁行2.3m、梁行2.4mであり、

廂との柱間は2.lmである。柱穴から黒色土器 (19)

------1 
I 

I 

ィ
•• 

◎ 
R 

◎ 
°
 

②
 

S81 

゜
◎ 

゜0 SK4 

喜
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-
0
 

“ 
l賠灰色土（耕t) 5灰色砂質」：（直物包含層）
2褐色土（床土） 6. 黒褐色土

］悶塁戸 ：言旦i(直構埋十）

゜I I T-------i--ゴ--—←一

1 : 100 
Q]!1 I
 

第26図 B 地区平面図•土層断面図
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が出土しており、 9世紀末-10世紀初頭の建物と思

われる。

SB 2 (第31図） 東西 3 間以上•南北 2 間以上の

側柱建物であり、おそらくは 3間X2間の東西棟で

あろう。棟方向はE37°Nと推定される。柱間は桁

行3.lm、梁行2.6mであり、柱間間隔が非常に広い

建物である。柱穴から、土師器甕片が出土している。

時期は不明である。

SB 9 (第29図） 桁行2間以上・梁行2間の南北

棟と思われる総柱建物である。棟方向はN13°Eで

ある。柱間は桁行2.2m、梁行1.7mである。時期は

不明である。

(3) C地区の遺構（第32図、 PL .13) 

調査面積は約50面である。土層の基本層序は、上

から第 1層：暗灰色土（耕土）、第2層：黄灰褐色

士（床土）、第3層：灰褐色士（遺物包含層）、第

4層：黄褐色士（地山）となる。遺物包含層から土

錘(22)が出土した。調査区北側で、径40cm程の円形

のピット 2基、径lm程の土坑l基を検出した。

(4) D地区の遺構（第32図、 PL.13) 

調査面積は約250面である。土層の基本層序は上

から第1層：暗灰色土（耕土）、第2層：明褐色土

（床土）、第3層：灰褐色土（遺物包含層）、第4

層：黄灰色土（地山｝となり、耕土から検出面まで

の深さは約50cmである。調査区の北側で自然流路と

考えられる溝 (SD8)を検出した。 SD8からは、

縄文土器、黒色土器(25・26)の他、鎌倉時代の土

師器皿• 鍋、瓦器、山茶椀が出土した。

(5) E地区の遺構（第32図）

調査面積は約95面である。土層の基本層序は上か

ら第 1層：暗青灰色土（耕作土）、第2層：暗赤褐

色土（床土）、第3層：黒褐色土、第4層：暗褐色

土（遺物包含層）、第5層：黄褐色土（地山）とな

り、耕土から検出面までの深さは約50cmである。調

査区の西側で小ピットを検出した。遺物は出土しな

かった。

(6) F地区の遺構（第34図、 PL.14) 

調査面積は約100面である。第 1層の耕土はすで

D地区

ィ

E地区

第32図 C• D• E地区平面図 (1: 200) ゜
10m 
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_£_ 

第33図 C• D・E地区土層断面図 (1: 100) 

に除去されていた。土層の基本層序は上から第2層：

暗赤褐色土（床土）、第3層：暗灰褐色土、第4層：

黒褐色土（遺物包含層）、第6層：黄褐色土（地山）

となり、検出面までの深さは約60cmである。調査区

の中央に東西に谷地形がはしり、その北側では掘立

柱建物 1棟と、建物としてはまとまらなかったが小

ピット多数を、南側では土坑と小ピットを検出した。

A. 掘立柱建物

l賠青灰色土（耕土）
2. 暗赤褐色土（床土）
3. 黒褐色土

4. 暗褐色土（遺物他含層）

゜

5. 暗）火黄色土（遺構坪土）
6./火黄色」：（遣構埋土）
7暗卑褐色七（遺構埋_IJ
8. 灰褐色上

9暗灰白色砂
IO.I火褐色土
1111行灰褐色十．

5_m 

2間以上の側柱建物で南北棟であると考えられる。

棟方向はN17° E である。柱間は桁行l.9~2.2m 、

SB 1 8 （第37図、 P L .14) 桁行3間以上、梁行

梁行1.8~2.2m である。柱穴から出土した土師器皿

(33)により、鎌倉時代の遺構であると考えられる。

(7) G地区の遺構（第34図）

調査面積は約11面である。土層の基本層はF地区

とほぼ同じである。遺構、遺物ともみあたらなかっ

たが、土層断面にピットがみられた。

（石川隆郎、竹田憲治）
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O. 
2.S. 

l 褐色土（置土） 11 明灰色土 21 褐色土
2 暗灰色土（耕土） 12 I火褐色土 22 黒褐色土
3 暗赤褐色士（床士） 13 黄灰色土 23 明灰白色砂
4 暗褐灰色土 14 淡暗褐色土 24 灰褐色土
5 黒褐色土（遺物色含層） 15 灰色砂礫 25 褐色粘質土
6 暗褐色土 16 暗灰褐色土 26 明灰褐色土（遺構埋土）
7 灰褐色土（遺構埋土） 17 暗灰褐色土（遺構埋土） 27 炭を含む褐色土（遺構埋土）
8 暗灰褐色土（遺構埋土） 18 淡灰色砂 28 暗灰褐色士
9 灰黄色土（遺構埋土） 19 明灰褐色砂礫
10 明灰褐色土（道路置土） 20. 灰白色砂

第35図 F地区土層断面図 (1: 100) 

馘． _Q__ 

゜
2.5m 

1. 暗灰色土（耕土）
2. 暗赤灰色土（床土）
3. 暗赤褐色土（旧床土）
3. 明灰褐色士（旧耕土）
4. 暗赤褐色土（旧床土）
5 黄灰色土
6. 暗灰褐色土（遺物包含層）
7 灰褐色土（遺構埋土）

第36図 G地区土層断面図 (1: 100) 

◎ 

"~ 

◎ ,~ 
',~ 

~,~ 
◎ ¥ ゜
゜_A_©~~-―ー、→―-~-e---~~-

出m

言鵬鵬鵬鴫瓢量
戸丁―下,-1―-―-- --;-1 

第37図 SB18実測図

-50-



3 . 遺

(1) A地区（第38図、 PL .15) 
① 

A. 縄文時代の遺物

SK 5出土の土器 口縁部の破片(5)であるが、器

形は不明である。口縁部は内弯ぎみにたちあがり、

端部には面を持っている。文様はRの縄文を施した

後に横方向の沈線を巡らせ、刺突文を施している。

後期前半のものであると考えられる。

包含層出土の土器 いずれ(1)~(3) も体部片であ

る。 (1)は胎土に繊維を含む。横方向及び斜方向に

条痕文を施し、その側面に剌突列を施す。早期後半

とのものと考えられる。 (2)は斜方向に条痕文を施

す。早期後半のものと考えられる。 (3)は外面に細

い縄文を縦位に 3段に巡らしている。後期に属する

物

ものと考えられる。

(2) B地区（第38図、 PL.15) 

A. 縄文時代の遺物

SH3出土の土器体部片(4)であり、縄文を施し

たあと縦方向の沈線を 2本いれている。

小ピット出土の土器 深鉢の体部片(6)で、外面に

横方向の 2本の沈線を施した後で、その間にLRの

縄文を充填し、さらにその下に弧状の沈線を施して

いる。後期前半のものであると考えられる。

包含層出土の土器 体部片(7)である。外面に段を

つくり出している。文様はみられない。早期後半の

ものであろう。 (8)は鉢の体部の破片で、内面外面

ともにヘラミガキを施し、文様は横方向及び長方形

／
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第38図 A•B地区出土遺物実測 (1 -11は1: 3、12-22は1: 4) 
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区画の沈線を施した後、 LRの縄文を充填している。

後期前半の北白川上層式に併行すると考えられる。

(9)は体部の破片で斜方向の沈線を交互に施す。後

期に属するものと考えられる。

B. 弥生時代の土器 いずれも包含層から出土した。

(10)は壷の口縁部片である。内面の口縁部近くに太

い沈線を一条巡らし、外面には口縁部に櫛による波

状文を施した後、上下に刻みを入れている。頸部に

は外面から棒状工具で刺突文を施す。中期前半のも

のと考えられる。 (11)は甕の口縁部片である。端部

には刻みを入れ、内面には横方向、外面には縦方向

にハケによる調整を施す。中期前半のものと考えら

れる。 (12)は壷の底部片で、外面にハケによる調整

を施す。

C. 古墳時代の土器

SH3出土の土器

いずれも包含層から出土した。

(13)は土師器壷の口縁部片である。内外面とも口縁

部をヨコナデを施し、体部にはナデを施している。

外面体部にはヘラミガキを施しているかとも思われ

るが、明瞭でない。 (14)は士師器甕の口縁部片であ

る。頸部が直立し、口縁部はやや受口状を呈する。

口縁端部はつまみ上げるようにし、丸く終る。内外

面とも丁寧にナデを施し、体部内面にはヘラケズリ

を施す。外面体部にはヘラミガキを施しているかと

も思われるが、明瞭でない。口縁部の外面に沈線を

入れている。

D. 奈良時代の土器

(15)は口径12.8cm、器高4.3cm

の椀である。奈良時代のものであろう。

口縁端部はつまみ上げるようにして面を作りだして

いる。 (18)は土師器の匝立する口縁部片である。一

応甑とした。

E. 平安時代の土器

SB1出土の土器

が、炭素の吸着は口縁部外面にも及ぶ。体部は内弯

ぎみに立ち上がり、端部は尖りぎみに終わる。内面

にはミガキを施し、外面は口縁部にヨコナデを施す。

体部には簡単なナデを施しているがユビオサエの痕

跡が残っている。 9 世紀末~10世紀初頭のものと考
② 

えられる。

F. 平安時代末～鎌倉時代の土器

から出土した。

(20)は瓦器椀の底部片である。器壁が薄く、底部内

面には連続輪状紋がみられる。山田猛氏の編年によ

る Il 段階 3~4 型式にあたり、 12世紀後半のものと
③ 

考えられる。 (21)は山茶椀の底部片で、ローリング

を受けている。産地は渥美産、藤澤良祐氏の編年に
④ 

よる第6型式に相当すると考えられる。

G. その他の士製品

(19)は黒色土器A類の椀である

いずれも包含層

包含層から出士｀した。

(22)は土師質の管状の土錘で重さは7.8gである。

(3) C地区（第39図、 PL .15) 

土錘 (23) 包含層から出土した管状の土錘で、

重さは6.5gで、端部を尖らせている。

A. 弥生時代の土器

(4) D地区（第39図、 PL.15) 

いずれも包含層から出土した。

(16)は土

師器の小型の甕である。内面の体部にはナデを施し

ている。口縁端部に面を作りだしているが、あまり

明瞭ではない。 (17)は土師器の浅い大型甕である。

(24)は受口状の口縁の甕であり、端部には面をもっ

ている。内面にはヨコナデを施すが、頸部付近には

ハケの痕跡が残る。外面は口縁部にヨコナデを施し

たのち、 2個が一対となった凸帯と櫛による縦方向

の刺突文を施す。体部には櫛による横方向の刺突文
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と描横線を施す。近江系の甕で、後期のものである

と考えられる。

B. 平安時代の土器

SD8出土の土器黒色土器 (25・26)がある。

(25)は口縁部が僅に残存するA類の椀である。炭

素の吸着は口縁部外面にも及ぶ。体部には簡単なナ

デを施しているが、オサエの痕跡が残っている。 10

世紀のものと考えられる。 (26)もA類の椀で、内

面には底部、体部の順でヘラミガキを施す。外面に

は口縁部にヨコナデを施し、体部・底部にも簡単な

ナデを施しているが、オサエの痕跡が残っている。

10世紀のものと考えられる。

C. 鎌倉時代～室町時代の土器 いずれも包含層か

ら出土した。

士師器小皿 (27)は口径8.2cmの小皿である。士師

器皿 (28)は口径11cmの皿である。士師器鍋 (29)

は口縁部を折り返しており、折り返し部分の断面は

隅丸の三角形である。内面・外面ともにヨコナデが

施される。口縁部から頸部外面に煤が付着する。伊

藤裕偉氏の編年による 2段階c型式にあたり、 13世
⑤ 

紀~14世紀のものと考えられる。

瓦器椀 (30・31)はいずれも口縁部の破片である。

(30)は口縁端部が巻き込むように終わる。内面は

体部に密にミガキを施し、口縁端部にば浅い沈線を

巡らし、外面にも密にミガキを施す。山田編年によ

るI段階にあたり、 11世紀後半から12世紀初頭にか

けてのものと考えられる。 (31)は内面のミガキが

粗で、口縁端部には沈線を巡らす。外面には口縁部

にヨコナデが施されるが、体部にはユビオサエの痕

跡が残る。山田編年によるm段階 1型式にあたり、

13世紀初頭のものと考えられる。

陶器山茶椀 (32) 底部の破片である。産地は渥美

産で、時期は藤澤編年による第6型式に相当し、 13

世紀前半のものと考えられる。

(5) F地区（第40図、 PL.15) 

いずれも鎌倉時代から室町時代に属する。

SB 1 8出土の土器土師器皿 (33)口径12cmで、

口縁部の内面にはヨコナデを施し、外面には布状の

圧痕跡が残る。鎌倉時代のものと考えられる。

包含層出土の遺物 (34)は土師器の小皿である。ロ

径7.8cmで、胎土は密なものを用いている。口縁部

―-53-

の内外面にはヨコナデを施す。口縁端部に浅い沈線

を巡らす。産地は伊賀である可能性がある。 (35)は

土師器の皿である。口径11cmで、胎士は密なものを

用いている。焼成はあまり良くなく、ユガミが激し

い。室町時代のものと考えられる。 (36)は土師器の

鍋で、口縁部を折り返し、ナデつけている。口縁部

内面・外面ともにヨコナデを施し、外面の頸部以下

には粗い横方向のハケによる調整を施す。伊藤編年

による第3段階a型式、 14世紀後半のものと考えら

れる。 (37)も土師器の鍋である。折り返し部分の

断面は隅丸の三角形である。 D縁部内面・ 外面とも

にヨコナデを施す。外面頸部以下には縦• 横方向の

ハケによる調整を施し、内面頸部以下にはケズリを

施す。伊藤編年による第4段階d型式、 16世紀前半

のものと考えられる。

(38)は瓦器の小皿で、内面にはジグザグ状の暗文

がみられる。また、外面には粘土の継ぎ目がみられ

る。山田編年による II段階の後半に属するもので、

12世紀後半のものであろう。

(39)は山茶椀系の小llI1で、産地は渥美産である。

藤澤編年による第6型式に属するもので、 13枇紀前

半のものと考えられる。

(40)は天目茶椀である。高台周辺は露胎であり、

高台は内反り高台である。藤澤良祐氏の編年による
⑥ 

後m期に属するもので、 15世紀前半のものであろう。

(41)は茶臼の上臼の外堤部で、径は18-20cmであ

ろう。材質には細粒砂岩をもちい、外面には条線状

のエ具痕跡が残る。
⑦ 

(42)は方頭形の鉄鏃の先端で、中茎部分は途中か

ら欠損している。断面形は、鏃身が両刃の偏平な形

で、頚部と茎部は円形である。

その他の遺物 (43-45)の内 (43)は長さ11.7cmの

鉄製工具と思われる。先端部分の断面形が偏平で、

下部の断面形は方形である。最下部は尖らせている。

(44)は火打ち鎌、 (45)は小刀の鞘に使用する金

具ではないかと思われる。

(6)試掘坑出土の遺物（第40図）

いずれも試掘坑20から出土した遺物である。

青磁椀 (46) 底部内面に印刻花文を施す。高台周

辺は露胎である。 12世紀後半-13世紀前半のものと

考えられる。



不明鉄製品 (47) 断面が隅丸の四角形を里する。

釘ではないかと思われる。

(7)調査区外出土の土器 （第40図、 PL .15) 

瓦器椀 (48)~(50) (48)は口縁部の小片で、

焼成は他の瓦器に比べるとやや軟かい。器壁が厚く、

口縁部内面の沈線は太く、端部よりやや下に位置す

る。山田編年による I段階2型式、 11世紀後半のも
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のと考えられる。 (49) も口縁部の小片で、イブシ

のかかりが悪い。山田編年によるm段階3-4型式、

13世紀後半-14世紀初頭ものと考えられる。 (50) 

は内面に螺旋状の暗文と丁寧なミガキを施す。外面

にはやや粗いミガキを 3単位で施す。山田編年によ

るII段階2型式、 12世紀前半のものと考えられる。

（竹田憲治）

（註）

① 縄文時代の土器については、三重県立松阪高等学校教諭奥義

次氏のご教示を得た。

② 大川勝宏「斎宮の黒色土器」 （「斎宮歴史博物館研究紀要二」

斎宮歴史博物館、 1993年）

③ 山田 猛「伊賀の瓦器に関する若干の考察」 （「中近世土器

の基礎研究ll」 中世土器研究会、 1986年

④ 藤澤良祐「瀬戸古窯跡群II」 (「瀬戸市歴史民俗資料館研究

紀要」 I 瀬戸市歴史民俗資料館、 1982年）、 「瀬戸市歴史民

俗資料館研究紀要jII (瀬戸市歴史民俗資料館、 1983年）、

「山茶碗と中世集落」（「尾呂j 瀬戸市教育委員会、 1990年）

⑤ 伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」 (「Mie

History」1 竺重歴史文化研究会、 1990年）

⑥ 藤澤良祐「古瀬戸後期様式の編年」 （「瀬戸市歴史民俗資料

館研究紀要」 X 瀬戸市歴史民俗資料館、 1991年）

⑦ 鉄鏃の部分名称については杉山秀宏「古墳時代の鉄鏃につい

て」（「橿原考古学研究所論集」第八橿原考古学研究所、 1988

年）によった。
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第40図 F地区等出土遺物実測図 (1 : 4) 

-54-



出土位置 法量 (an) 残存度

ぬ 登録ぬ 器種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備考
遺 構 口径 底径 器高 （％） 

I 002 縄文土器 A地区 条痕文、刺突文 0,5血の砂粒含む 良好 にぶい橙 小片

02 体部片 包含層

2 002 縄文土器 条痕文 1-2mの砂粒含む • にぶい黄橙色 • 
~ 

04 体部片

3 002 縄文土器 縄文 0.5-111111の砂粒含む • • ~ 

• 
01 体部片

4 005 縄文土器 B地区 縄文、沈線 llllllの砂粒含む • ~ ~ 

08 体部片 S H3 

5 005 縄文土器 B地区 縄文、沈線、刺突文 ． ケ • • 
05 口縁部 SK4 

6 005 縄文土器 B地区 沈線、縄文 3nnnの砂粒含む • 灰黄褐色 ,, 

06 深鉢体部

7 004 縄文土器 B地区 文様なし 1mmの砂粒含む ~ 橙色 . 
07 体部片 包含層

8 004 縄文土器 内外面ミガキ、沈線、縄文 密 • にぶい橙色 • 
~ 

06 鉢体部片

， 004 縄文土器 沈線 1mmの砂粒含む • 浅黄色 ~ 

~ 

04 体部片

10 004 弥生土器 沈線、波状文、刻み、剌突文 ，， • にぶい黄橙色 ~ 

~ 

02 壷

11 004 弥生土器 刻み 1.5-2mmの砂粒含む ． • • 
~ 

08 甕

12 003 弥生土器 ハケメ Immの砂粒含む ~ にぶい横橙色 底部
~ 

05 壷 80% 

13 003 土師器 口縁ヨコナデ、体部ナデ 微砂粒を含む ~ 浅黄色 15% 
~ 

04 壷 18.2 

14 008 土師器 10,2 内面．ヨコナデ、ナデ 1-1.5mmの砂粒含む やや 明赤褐色 25% 

* 06 壷 外面：ヨコナデ、ナデ、沈線 軟

15 005 土師器 B地区 12.8 43 内面：ヨコナデ、ナデ 微砂粒を含む 良好 浅黄色 完形

01 椀 SH3 外面： • . 
16 001 土師器 14.4 内面：ヨコナデ、ハケメ 密 * • 33% 内面にエ具痕

t 
02 甕 外面：ヨコナデ、ハケメ

17 001 土師器 33.6 内面：ヨコナデ、ハケ後ナデ 7mmの砂粒含む • • 50% 
~ 

01 甕 外面：ヨコナデ、ハケ、ケズリ

18 005 土師器 23.6 内面：ヨコナデ、ハケメ 密 ~ にぶい橙色 15% 
~ 

02 甑 外面：ケ

19 005 累色土器 B地区 11.2 内面：ミガキ • ． 褐色 8% 

04 椀 S Bl 外面：ヨコナデ、ナデ

20 003 瓦器 B地区 高台径 連続輪状文 * • 表面・灰色 高台

06 椀 包含層 5.4 断面：灰白色 40% 

21 003 陶器 高台径 微砂粒含む • 灰白色
~ 

02 山茶椀 6.8 

24 007 弥生土器 D地区 15 内面：ヨコナデ、ハケメ l皿の砂粒含む ~ 明灰褐色

05 甕 包含層 外面：凸帯、剌突文、櫛描文

25 007 黒色土器 D地区 16 内面．ミガキ 密 ． 外面にぶい黄橙色
02 椀 SDB 外面：ナデ、ミガキ？

26 007 黒色土器 15,5 内面：ミガキ ~ • • 
~ 

03 椀 外面：ヨコナデ、ナデ、ミガキ？

27 008 土師器 D地区 8,2 1.4 内面：ナデ 密 良好 にぶい黄橙色 30% 

03 小皿 包含層 外面：ヨコナデ、オサエ

28 008 土師器 11 内面：ナデ 0.5-lmnの砂粒含む ~ 白色
~ 

04 皿 外面：オサエ

29 009 土師器 30 ョコナデ 0.5mnの砂粒を含む ~ にぶい黄色

• 
01 鍋

第6-1表出土遺物観察表
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出土位置 法量 (cu,) 残存度
No. 登録Na 器種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色．調 備考

遺 構 口径 底径 器高 （％） 

30 008 瓦器 D地区 15.8 内面・ミガキ密 密 良好 表面灰色 10% 

01 椀 包含層 外面 ミガキ密 断面：白黄色

31 007 14,2 内面．ミガキ粗 • • 表面• 暗灰色
• • 

04 外面・ヨコナデ、オサエ 断面．乳白色

32 008 陶器 66 糸切り痕残る • • 灰白色 底部

• 
05 山茶椀 20% 

33 010 土師器 F地区 12 0 内面ナデ 0.5mmの砂粒を含む • 浅黄橙色 13% 外面布状圧痕

06 皿 S B18 外面，オサエ

34 011 土師器 F地区 78 内面ナデ 密 • ~ 25% 

01 小皿 包含層 外面 ヨコナデ、オサエ

35 010 土師器 11.0 内面．ナデ . やや . 10% 焼成ユガミ,,. 
03 皿 外面・ヨコナデ 軟 大きい

36 010 土師器 26.4 内面．ヨコナデ 2-3mmの砂粒含む 良好 にぶい橙 17% 
’‘ 

05 鍋 外面・ヨコナデ、ハケメ

37 010 27,8 内面・ヨコナデ、ハラケズリ 密 • 浅黄橙色 17% 
• . 

04 外面・ヨコナデ、ハケメ

38 Oil 瓦器 104 1 6 内面・ジグザグ状暗文 • ,, 表面．暗灰色 30% 
• 

02 小皿 外面：ヨコナデ、オサエ 断面灰白色

39 010 陶器 7,8 1.5 3-4呻の砂粒含む • 完形
• 

01 山皿

40 010 陶器 11 2 42 5,9 内反り高台 1mmの砂粒を含む . 表面黒褐色 底部

• 
02 天目茶椀 高台周辺露胎 断面• 浅黄橙色 40% 

46 009 磁器 試掘坑 62 底部外面露胎 密 " 表面・朋オリ→恢色 底部
02 青磁椀 20 断面：灰褐色

48 012 瓦器 調査区外 . やや 表面灰色 小片

04 椀 軟 断面：灰白色

49 012 • • 灰白色 • イプシのかか

• • 
05 り悪い

50 012 15 53 内面 ミガキ • 良好 表面．灰白色 ほぼ

• • 
03 外面：やや粗なミガキ 断面白色 完形

第6-2表出土遺物観察表

4 . 結

(1)中世の八知について

今回発掘した調査区内では奈良～鎌倉時代の集落

跡を検出することができた。雲出川と老ケ野川の合

流点付近という立地を考えても、この地は集落の適

地であったのであろう。ただし、大きな集落が立地

するには平地は乏しく、調査区の土層断面を観察し

ても、遺物包含層の上に10cm以上の礫を含む層がみ

られることから、土砂崩れなどの被害を受けやすい

所であったと考えられる。むしろ、集落の中心はさ

らに合流点に近い所にあったのであろう。

位置と環境の項でも述べたが、中世後期の八知は

大和国宇陀郡に本貰地とする澤氏が、北畠氏から与

えられた分領であった。 「澤氏古文書」には八知に

五
口
吾
H

勢力を持つ「東川八郎兵衛」や「東川名」が現れる

が、今回発掘調査を行った字「東川」の地は、それ

らと何らかの関連を持つものであろう。

また、八知地区の字切図等を観察すると、老ケ野

川を遡って大字伊勢地にぬける「逢坂峠」に沿って

は小字が複雑に入り組んでおり、この地域の開発が

古くから行われていたことが推測される。さらに、

澤氏との関連を想起させる「澤」という字名もみら

れることも注目できる。

(2)東川遺跡の中世土器について

発掘調査によって整理箱11箱分の遺物が出土した

が、そのうち中世の遺物のみを抽出したのが第7表

である。以下にこれを器種別に検討を加えていくが、
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破片数を数えたものであり、厳密には個体数ではな

vヽ
゜
椀椀形態の土器は合計78点（口縁部36点）みられ

た。このうち瓦器椀・山茶椀の大部分は13世紀代の

ものである。ただし山茶椀が13世紀代のものしか出

土していないのに対し、瓦器は11世紀中頃以降連続

して出土している。この地域では山茶椀・瓦器が併

用されたと考えられが、数量的には瓦器の比率が圧

倒的に多く、山茶椀は客体的な存在でしかない。ま

た、少数であるが、天目茶椀や、青磁椀も出土して

いる。

小皿•皿小皿・皿形態の土器は合計46点（口縁部

33点）出土した。多くが細片であったので小皿と皿

との判別は非常に困難であった。しかし、両者のほ

とんどがいわゆる南伊勢系の土師器であり、瓦器小

皿や山皿はごく少ない。

鍋• 羽釜 この形態の土器は合計167点（口縁部・

鍔部29点）出土した。鍋は13世紀~16世紀代のもの

まで出土し、いずれも南伊勢系の鍋である。また、

羽釜も 3点出土した。

鉢 この形態の土器は合計3点（口縁部1点）出土し

材質 機 種 破片数 うち口縁部数

皿 40 17 
± 
小 皿 14 4 

鍋 164 26 
師

釜羽 3 3 

不 明 3 

゜器
小 計 224 50 

椀 57 30 

瓦 小 皿 1 1 

器 不 明 20 

゜小 計 78 31 

山 茶碗 17 5 
無
山 皿 2 2 

釉
鉢 1 3 

陶
甕 5 

゜器
小 計 27 8 

天 目 2 1 
施釉

他そ の 1 1 
陶器
小 計 3 2 

貿易 青磁椀 2 

゜陶磁 小 計 2 

゜ムロ 計 334 91 

第7表東川遺跡中世土器構成表
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た。絶対数が少ないが、いずれも常滑・ 渥美産の陶

器である。信楽焼や瓦質土器は全く出土しなかった。

甕 この形態の土器は 5点のみ出土した。胎土の観

察では、すべて常滑産ではないかと思われる。

その他 土器には含まれないが茶臼の上臼が出土し

ている。時期は不明であるが、天目茶椀とともに喫

茶の風習があったことを窺わせる。

以上、各器形別に検討を加えてきたが、東川遺跡

の中世土器の傾向をみていくと特に注目されるのは

椀形態の土器における瓦器椀の占める割合が数量的

にも時間的にも非常に高く、伊勢国内の一般的な中

世集落とはかなり異なった様相を呈していることで

ある。雲出川流域においては、上流にいくにしたがっ

て瓦器椀の分布が徐々に多くなることは従来より指
① 

摘されていたことであるが、今回の調査においてこ

の傾向が予想以上に顕著であることが確認できた。

「位置と歴史的環境」の章では宇陀郡大宇陀町大蔵

寺の地蔵菩薩胎内の延応元(1239)年の記年銘を持つ

摺仏をあげた。これにみられる延応元年という時期

は多く出土した瓦器の時期とほぽ一致し、八知にお

いて共同発願された仏像が宇陀に存在するという事

実は、中世前期の八知と大和国の関係を考える上で

極めて示唆的である。

また、土師質では、椀以外の小皿• 皿や鍋はほとん

どが南伊勢系のものであり、また一方、陶器では、鉢

や甕はほぼ全てが尾張・三河よりのものである。こ

の時代の土器の流通範囲が、器種ごとに異なってお

り、重層的な様相をみせることも注目すべきである。

さらに、出土した士器の構成を土師器・瓦器：無

釉陶器：施釉陶器：貿易陶磁器にみると、302:27:3:

2となり、ほぼ90:9:1:1の割合となる。貿易陶磁の

割合は馬場遺跡における割合とほぽ等しく、中世の

集落において、極めて少数ではあるものの一定の数

量を占めているのであろう。

（竹田憲治）

（註）

① 和気清章「伊勢・伊賀にける中世士器の様相 瓦器椀を中

心として一―-」 （「大和の中世土器11」大和古中近研究会、

1992年）

② 森前稔• 山田猛「上野市喰代馬場遺跡」 （「昭和56年度県営

圃場整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告」 三重県教育委

員会、 1982年）



A地区全景（西から）

B地区全景（西から）
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P L 13 

D地区全景 （北から）
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付編．立会調査遺跡等





1 . 名賀郡青山町

今回の発掘調査は、平成5年度の県営ほ場整備事

事業にともなう調査である。分布調査、試掘調査の

結果、事業地内に1,350面にわたり遺跡が広がって

いることが判明した。そのうち、事業により削平を

うける120rri勺こついて本調査をおこなった。

当遺跡（標高228m前後）は、南北 2つの丘陵に

はさまれた小粧谷川の扇状地の先端部分にあたり、

南東から北西にかけて緩やかに傾斜している。小粧

谷川は当遺跡の南側を西流し、見合谷川に合流して

木津川にそそぐ。

(1)土層

調査区の標高は約228mでほぼ平坦である。士層

は暗渠排水路等の撹乱をうけて複雑になっており、

遺構の残りもあまり良くない。基本的には耕作士

（第 1層）、床土（第2層）の下に第3層をはさみ、

検出面の第4層（青灰色砂）となる。

(2)遺構

a. 土坑

SK1 一辺が3mの竪穴状の方形と考えられる土

坑であるが、南西部は調査区外のため確認できなかっ

た。深さは検出面から中央部で20cm、縁辺部で5cm

程度と中央部がへこんだ形になっている。遺構の平

面形からは竪穴住居ではないかと思われたが、断面

第41図遺跡位置図 (1: 5,000) 
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久保遺跡

形と遺物の出土状況から土坑と判断した。遺物は若

干の土師器が出土したのみである。

SK2 SKlの西にある楕円形の土坑である。深

さは検出面から20cmで北東部が最も深い。遺物は士

師器と瓦器が出土した。

SK5 SK2の西にあるほぼ方形の土坑である。

南の隅に三角形のテラスを有する。テラス部と底と

の比高差は約40cm程である。遺物は土師器の皿が出

土している。

SK7 SKlの南東に位置するほぽ円形と考えら

れる士坑である。深さは検出面から5cm程度でほぽ

平坦であるが、北西部が若干低くなる。遺物は土師

器の甕、黒色土器、瓦器の椀が出土している。

SK12 調杏区の南端で検出された不定形の士坑

である。底面はほぽ平坦で深さは検出面から6cm程

と残りは悪い。遺物は土師器の皿、瓦器の椀が出土

している。

SK14 調杏区のコーナーの内側で検出された不

定形の士坑である。深さは検出面から33~38cmで北

東部ほど若干低くなる。遺物は底部付近から完形の

土師器の皿と石製刀子が出土した。出土遺物から中

世墓の可能性も考えられるが、断定できないため、

ここでは土坑としてあつかった。

第42図調査区位置図 (1: 2,000) 
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第43図遺構平面図 (1: 200)、土層平面図 (1: 80) 

ヽ
A_ 11← 少忠 B_ 

幅が96cm、深さは検出面から30cmで、断面は逆台形

である。遺物は土師器の小片が出土している。

S023 調査区を南東から北西に直角に横切る溝

で、幅は約lm50cmであるが、検出面からの深さが

10cm未満と残りが悪く、断面形も不明である。中央

部を別の溝にきられる。土師器、瓦器の小片が出土

I. 賠青I火色土
2. 茶灰色士 O-

している。

C• 中世墓

SX11 SK19をきるかたちで検出された土坑墓で

ある。北西部分は調査区外であるため断定はできな

袖m いが、残存部分から推測すると、平面形は楕円形で

長軸2m以上、短軸1.12mとなり、深さは検出面か

ら約10cmである。主軸方向はN-42°-Wである。

埋土は暗青灰色土で骨片は含まれていない。また、
21m 

第44図 S X 11遺物出土状況 (1: 40) 

SK19 SXllにきられる形で検出されたが、残り

が非常に悪く、東側の肩は検出できなかった。遺物

は土師器の杯身、須恵器の杯身・ 杯蓋が出土した。

b. 溝

S015 調査区内ではその一端のみ検出できただ

けであるが、南東から北西にかけてのびる溝である。

壁や底面に焼土の痕跡も認められなかった。土坑墓

内には中央南寄りと南端に柱穴が2つと15cm大の石

が確認されたが、土坑墓との関係は不明である。遺

物は刀子と完形の土師器の皿が4個体集中して出土

した。

(3)遺物

今回の調査で出土した遺物はコンテナバットで約

-66-



5箱である。若干の須恵器もみられるが、遺物の殆

どが鎌倉時代～室町時代のものである。以下、遺構

別に述べる。

a. SK 3出土遺物

土師器皿(1) 口径8.0cm、高さ1.5cmで、全体的に

丸みをもつ。口縁端部は丸くおさめる。

b. S X 1 1出土遺物

土師器皿(2)-(5) 口径8.4-9.0cm、高さ1.2-1.5

cmである。 (3)の口縁部は端部で若干立ち上がり、

丸くおさめる。 (4)(5)は底部から屈曲をもって立ち

上がる。胎土はいずれも微砂粒を含む。

c. S X 1 4出土遺物

土師器皿(6)(7) 口径8.2-8.5cm、高さ1.3cmで器壁

は厚く、端部を丸くおさめる。胎土は微砂粒を含む。

瓦器皿(9) 口径8.8cm、高さ1.4cmで、体部は底部

から屈曲をもって立ち上がり、外弯して口縁端部を

丸くおさめる。内面底部に暗文を残すのみで、みが

きは見られない。

青磁椀（同安窯系） (8) 高台径5.1cmで、高台は

削りだしで、内面の体部と底部の境に沈線をもつ。

外面にはけめ状、内面に列点状の文様をもつ。外面

体部と内面に浅黄色の釉を施す。

石製刀子(10) 刀部がむき出しの石製刀子で、表面

は刃側を除いてほとんど割れている。石材は砂岩と

考えられる。

d. 表面採集遺物

土師器皿(11) 口径9.0cm、高さl.1-l.3cmで、体部

は屈曲ぎみに立ち上がり口縁端部は尖りぎみにおさ

める。胎土に微砂粒を含む。

｀ 
文 1--

こ~2

嬉

文二,;土＝＝^ '=~--4---—1'11 ゞ二~9

~v• ~ 

ご又こ二斗-=::;:::::::ls

こコト—~6 () り
20_cm 

第45図遺物実測図 (1: 4) 1はSK3、2-5はSX11、

6-10はSK14、11は表採
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(4)結語

今回の調査は調査面積が小さかったために多くの

ことは得られなかったが、若干の考察を加えてみた

いと思う。

当遺跡の出土遺物には少量の須恵器もみられるが、

須恵器を伴う時期の遺構は確認できない。しかし、

調査区の周辺にこの時期の遺構の存在を想定するに

は十分であろう。

出土遺物は瓦器等の中世遺物との伴出がほとんど

であり、当地域に人の手が加わるのは12世紀末-13

世紀初頭にかけてと思われる。この頃から15世紀に

かけて多数のピットや土坑が掘られるが、特筆すべ

きは土坑墓のSXllであろう。土師器の皿と刀子が、

床面から前者が1cm、後者は5cm程浮いた所で出土し

ており、 13世紀初頭のものと思われる。この他にも

土坑墓と思われるSK14や、また完形の土師器の皿

が採集されていることから、土坑墓群の可能性も考

えられる。 12世紀末-13世紀初頭にかけて本地域周

辺に墓域が形成され、調査区はその縁辺部にあたる

のではないだろうか。

なお、 SK14から出土した石製刀子についてここ

で少しふれておきたい。一般的に石製刀子は5世紀

を中心とした古墳の副葬品や祭祀遺跡の遺物として

出土する。これらは大別して刀身を鞘におさめたも

のと、刀身がむきだしになっているものに分けられ

る。数的には前者のものが多く、特に古墳の副葬品
① 

はほとんどが前者である。 SK14から出土した石製

刀子は鞘がなく、伴出した遺物から13世紀前半の遺

構と考えられる。したがって上記とはまったく異なっ

た状況で出土していることになる。単なる混入か、

それとも何らかの意味をもって埋納されたものか疑

問の残る点であるが、ここでは他の出土遺物や周囲

の状況からみてSK14は土坑墓で石製刀子も後者の

可能性が高いと考えられるが断定はできない。ちな

みに県内の中世土坑墓から石製刀子が出土した例が
② 

ない。

〔註〕

（浜口元）

① 杉山晋作「石製刀子とその使途」 「国立歴史民俗博物館研究

報告第7集本篇J 1985年

② 「三重県の中世墓J三重県埋蔵文化財センター 1992年
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2 . 安芸郡芸濃町

金谷遺跡は安芸郡芸濃町大字椋本字金谷に所在す

る。現況は水田である。調査期間は平成5年9月6

~13 日で、調杏区の北側の約50面を A地区、南側の

約110面をB地区とした。

調企区の基本層序は上から耕土(20~30cm) 、灰褐

色土(20cm)、黒褐色土（遺物包含層：20cm)、黄灰色

土（地山）となる。

A地区では、ピットがいくつか検出されたが、遺

物はPitlから陶器甕の細片が出土したのみである。

B地区では、幅20m、深さ lm程の自然河道 (s

／ 

..、～
ン

口

I 

第47図 第48図

金谷遺跡

D 2)を検出した。遺物は、自然河道の上面から山

茶椀 (1)や土師器の細片が出土した。山茶椀(1)

は推定口径約12cm、底径7.6cm、推定器高約5cmで、

体部は匝線的で、口縁部は外反し、端部外面に面を
① 

もつ。藤澤編年の第w段階第8型式に比定でき、 13

世紀後葉のものである。出士遺物は少量であったが、

付近に集落が存在した可能性がある。 （石川隆郎）

〔註J

①•藤澤良祐「瀬戸古窯址群 I 」 「瀬戸市歴史民俗資料館研究紀

要IJ瀬戸市歴史民俗資料館 1982年
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3. 安芸郡美里村*洞遺跡風呂ノ谷遺跡 細野遺跡

美里村大字北長野の細野地区は、雲出川の支流、

長野川上流左岸に位置する。南向きの谷が、周囲の

山の崩壊した土砂に埋められてできた緩斜面の中腹

から裾の細野の集落にかけて、北から大洞遺跡(1)、

風呂ノ谷遺跡(2)、細野遺跡(3)がある。約 2km西方の

山上には長野氏城(4)があり、また集落の東に隣接し

て長野氏の西の城(5)、中の城(6)、東の城(7)がある。

大洞遺跡

A地区250m2、B地区250面について調査をおこなっ

た。 A、B地区ともに遺構は全く認められなかった。

第49図遺跡位置図 (1: 50,000) 

（国土地理院・沖西部・ 1: 50, 000) 

］大洞遺跡 2風けノ谷遺跡 3細野遺跡 4長野氏

城跡 5西の城 6中の城 7東の城

遺構面は、すでに開墾時に削り取られてしまったも

のと考えられる。

遺物は、両地区合わせて土師器片5点、山茶碗片

1点、施釉陶器片 1点で、第50図のA地区出土の土師

器皿1点を除いては、細片のため図示しえなかった。

土師器皿は口径12.0cm、器高2.4cmで口縁内面を

横方向に強くなでている。

色調は浅黄橙色、胎土はや Cl□□ ~ 
や粗で砂粒を少量含む。

風呂ノ谷遺跡 第50図遺物実測図 (1: 4) 

東端の水路部分80m2!こついて調査をおこなった。

耕作土の下は灰色系の粘質士が厚さ140cm堆積し、

その下は礫層であった。遺構は認められず、遺物も

内外面に鉄釉を施した陶器の細片1点のみであった。

今回の調査は、遺跡の縁辺部であり、遺跡の中心は、

西側にあるものと思われる。

細野遺跡

東端の水路部分150m'刊こついて調査をおこなった

が、遺構、遺物とも認められなかった。今回の調査

は、遺跡の縁辺部であり、遺跡の中心は、西側にあ

ると思われる。

（裔崎仁）

口…遺跡範囲

仁］…調査区

• …試掘坑

0 100 m 
I I ,----, —- I I 7 

第51図 遺跡地形図 (1: 2,000) 1 大洞遺跡 2 風呂ノ谷遺跡 3 細野遺跡
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4 . 久居市榊原町

下村五間田遺跡は、久居市榊原町字五間田に所在

し、雲出川支流の榊原川中流右岸の自然堤防上（標

高43m) に位置する。現況は、茶畑• 畑及び荒れ地

である。調査は平成5年11月15日に行った。
① 

当遺跡の所在は古くから知られており、有茎尖頭
② 

器や縄文時代中期の土器片が採集され、周知の遺跡
③ 

として登録されている。また近年、田村氏によって
④ 

遺跡表採遺物を新たに紹介もされている。氏は、当

遺跡の範囲外においてもサヌカイトのフレイクを表

採しており、新たな遺跡の存在も示唆されている。

今同の調査は、周知の遺跡の南東約100mの地点

で、県営ほ場整備事業（榊原I地区）に伴う、排水

路部分約100mを行った。調杏区は、ほぽ東西方向

に25m、南北方向約4mを設定した。層位は、耕作

土（褐色土）、黄褐色粘質土、褐色粘質土、暗灰色

砂レキ（人頭大の河原石混じり）と大きく 4層に分

けられ、各層とも約20cm程度の堆積である。包含層

下村五間田遺跡

と思われる層は存在せず、第 4層の暗灰色砂レキ

（人頭大の河原石混じり）は、明らかに河川の堆積

状態と判断され、榊原川が以前に調査部分に流れて

いたものと思われる。遺物については、どの層から

もほとんど出土せず、わずかに耕作土中より土師器

細片を見るにとどまる。以上今回の調査では、遺跡

の存在を示す結果は得られなかった。ただ、周知の

遺跡の範囲において縄文士器片を表採しており、当

遺跡の中心は周知の部分に存在する可能性が高い。

（服部芳人）

（註〕

①鈴木敏男「考古学からみた一志郡」 「一志郡史」下巻 1956年

②久居市教育委員会「久居市史」上巻 1972年

③久居市教育委員会「久居市遺跡分布地図」 1984年 市番号31

県番号1898

④田村陽一「久居市榊原町下村五間田遺跡採集の縄文士器」「Mie

history」vol.5 1993年

鄭2図 （左下遺跡位置図1: 50,000、国土地理院、津西部1: 25,000から、遺跡地形図 (1: 5,000)、第53図 調査区位置図 (1: 2,000) 
l 下村五間田遺跡 2. 坪ノ興遺跡（室町以降） 3 尺ヶ寺遺跡（室町寺院跡） 4 束山遺跳（宅町、中世墓地） 5. 宝林寺古墳
6. 向ヶ平遺跡（宇町以降） 7 藤倉北遺跡（古墳・宰町） 8 西野広遺跡（室町以降） 9 湯出谷遺跡（縄文•弥生以降） 10 荒田遺跡（室町以降）
11 真田遺跡（宰町以降） 12 宝垣内遺跡（室町以降） 13 北垣内遺跡（鎌倉以降）
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5 . 多気郡明和町

烏墓遺跡(1)は、韮城町から明和町に連なる低丘陵

に位置する。周辺には旧石器時代の遺跡として知ら

れるカリコ遺跡(2)や、大塚古墳(3)、大仏山古墳群(4)、

土器焼成坑が多数発見された北野遺跡(5)や水池土器

製作遺跡(6)などがあり、遺跡が密集している地域で

ある。また、現在も土器を製作している神宮土器調

整所に隣接している。前年度に行った試掘調査によ

り、柱穴や溝、土坑などが確認され、遺跡範囲が広

鳥墓遺跡

今回は、新たに確認された遺跡範囲のうち工事に

勺よって削平される排水路部分のみ調査を行った。

幅1.5m、長さ28mの調査区を設定し、西から東

に向かって発掘作業を進めた。土層は地表から20~

30cmが耕作土、その下は調査区の西半分では明灰色

シルト層、東半分では花岡岩質風化礫層で、遺構、

遺物ともまったく発見されなかった。遺構は調査区

以外の部分にあると考えられる。

（高崎仁）

第55図 調査区位置図 1: 2,000 遺跡範囲（破線で囲まれた部分）調査区（編かけ部分）
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6 . 度会郡度会町 向村遺跡

向村遺跡は、宮川の左岸段丘上に立地し、行政的 が確認された。このため、 1993年9月13B (月）に

には、度会郡度会町立花に所在している。現況は水 発掘調査を実施した。調査区は、用水路部分を中心

田である。 に幅5m、長さ120mで設定し、最終的な調査面積

平成5年度の県営ほ場整備事業に伴う事前調査に は600面であった。

よって若干の遺物が出土し、遺跡が存在する可能性 耕土下40~50cmで、黄褐色の粘土質士に達する。

第56図遺跡位置図 (1: 50,000) 

3342 

第57図調査区位置図 (1: 1,000) 

この層を基盤層として遺構の検出を試みたが、遺構

を全く確認することができなかった。遺物は、基盤

層上の淡赤褐色土層から土師器と陶器の細片が各1

点づつ出士したが、包含層とは認められなかった。

当遺跡の位置する立地および土地利用の条件から付

近に遺跡が存在した可能性は否定できないものの、

向村遺跡に関しては、後世に耕地化された際に削平

されたものと判断される。

Iミ，‘
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7 . 度会郡度会町 城しノ前遺跡
(1)位置と環境

城ノ前遺跡 (1)は、度会郡度会町和井野の一之

瀬川右岸の段丘化した平坦地に位置する。一之瀬川

そのものは現在、調査地周辺の平坦面より 6m以上

の比高差をもって北流し、同町下久具付近で宮川と

合流する。調査地の西方には、 lm前後の比高差を

もち、和井野の集落がほぼ南北にのびる。集落の立

地する微高地は、調査地よりさらに上位の段丘面に

相当するものと思われる。

調杏地は、県営ほ場整備事業（一之瀬地区）に伴

い、平成3年度に試掘調査を実施したところ、中世

遺物を含む包含層を検出し、付近に遺跡が存在する

ことが予想された。

しかし、事業地内の試掘箇所では、明瞭な遺構を

確認することができず、遺物量もごく微量であると

考えられたため、工事には直接支障がないものと判

断され、最近に至るまで自衛隊のヘリポートととし

て利用されていた水田中の約90面ほどの盛士地につ

いて、事前に立会い調査をおこなった。

遺跡周辺の一之瀬川流域には、現在までのところ

古代にまで遡る遺跡は確認されておらず、中世以降、

一之瀕城跡 (2)や青木山城跡 (3)などの中世城

館や、 「一字一石塔」銘のある石塔が残る日部経塚

(5)が所在する。また、一之瀬城跡と一之瀬川と

に挟まれた一帯は、御所裏遺跡 (4)が所在し、平

成2年度に実施した立会い調査では、土坑3基等が
① 

検出された。さらに一之瀬川を遡った同町日向地内

には、番場城跡や小原経塚が知られている。

調査地周辺が、 「城之前」の字名をもつのは、一

之瀬川を挟んで対岸に、一之瀬城跡が位置している

ことに由来するとみられるが、一之瀬城跡は、南朝

の宗良親王が一時在城したとの伝承があり、一之瀬

神社付近に土塁や堀が残存している。

また、一之瀬城跡西方の山地から派生する痩せた

尾根に所在する青木山城跡は、尾根の最高所とみら

れる部分に平坦地を設け、土橋および石段で尾根前

方の現集落とつながり、逆に後方の尾根の数箇所を

堀切で切断している。

第58図 城ノ前遺跡周辺遺跡分布図 (1: 50,000) [国土地理院発行 1: 25,000「脇出」を一部改変）

-74-



(2)遺構

調査地は、水田中に長辺14m、短辺8.5mほどの

楕円形状の盛土として残存していた。一部には岩盤

が露出する箇所がみられたため、古墳等の可能性は

ないものと判断し、盛土のほぽ中央付近を南北2m、

東西4mの範囲にわたって重機による断ち割りを実

施した。

その結果、表土下に大礫を多く含む淡茶灰色土層

があり、これが盛土を構成する主な土層となってお

り、以下は岩盤に達する。

この淡茶灰色礫混土には、中近世の遺物をわずか

に混入させているが、現代に至るまでのものがみら

れ、盛土の構築時期については現代にまで下るもの

と思われる。

(3)遺物

出土した遺物は、土師器鍋• 山茶碗・天目茶椀．

甕などで、すべて盛土中からである。

陶器椀 (1) いわゆる瀬戸美濃系の椀で、内外

面に黄灰色の釉をかける。細かな貫入が認められる。

土師器鍋 (2・3) 口縁部が大きく外反し、直

上に立ち上がる端部がつく。 (2)は端部を貼りつ
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第59図 城ノ前遺跡舅査嬉騎瀾図 (1: 200) 〔左がほば北にあたる〕
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第60図 出土遺物実測図 (1: 4) 

瓢は調査箇所●は平成3年度試掘；点

第61図城ノ前遺跡位置図 (1: 2,000) 
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けるのに対し、 (3)は、内側に折り返して強くナ

デつけるといった違いをみせる。

出土した迎物は、いずれも細片ではあるが、概ね

16世紀を前後する時期のものと思われる。

(4)まとめ

今回の調査では、盛土の高まりはみられたものの、

時期的には新しく 、古墳等の墳函や塚などとは考え

られないものである。また、盛土中から出土した遺

物も、本来盛土の構築時期を示すものではない。

調査地の周辺についても、試掘結果から遺構ある

城ノ前遺跡調査地全景 （南から）

-76-

いは良好な遣物包含陪が認められず、遣跡の縁辺部

に位骰するものと思われる。しかし、一之瀬川の対

岸には、良好な中世城館も存在することから、中世

を中心とした追跡が、付近に広がっている可能性は

大きい。

（竹内英昭）

註

① 小林秀 「御所裏遺跡」 「平成2年度農栗碁盤整儒事業地域埋

蔵文化財調査報告ー第1分冊ー」 三菰県埋蔵文化財センタ ー

1991年



8 . 度会郡度会町
① 

山崎館跡は度会郡度会町立花字山崎に所在する。

現況は水田及び畑地である。館跡と想定した平坦な

台地とその北と南にある空堀状の地形からなる。台

地は東西約70m、南北約50mあり、北側の空堀は幅

5m、深さ 3m、南側は幅20m、深さ 8mで、とも

に宮JIIへ続いている。東西約110m、南北約100mが

遺跡範囲となる。

調査期日は平成5年8月23日である。台地上に十

字に試掘溝を、南側の空堀に3本の試掘溝を設定し

た。試掘溝の幅は1.5m、長さは総計130mで、面積

は195面である。

第63図遺跡位置図 (1: 50,000) 

200_m 

第64図遺跡地形図 (1: 5,000) 
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山崎館跡

台地上の試掘溝では、遺構、整地層、遺物包含層

ともみられなかった。南側の空堀と想定した3本の

試掘溝からは、自然河道の肩を確認した。遺物は、

時期不明の土師器の細片が出土したのみである。

以上の結果から、自然地形と判断したが、台地部

分については開墾の際に削平を受けた可能性もある。

（石川隆郎）

〔註〕

① 遺跡の概況については、下記の文献にも記載されている。

•三重県教育委員会「三重の中世城館」三重県良書出版会

1977年

゜~! 

第65図遺跡区位置図 (1: 2,000) 
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